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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）において、チャネル状態情報（ＣＳＩ）プロセスに関連する情報を
受信すること、ここで、前記情報が、前記ＣＳＩプロセスのための２つまたはそれ以上の
干渉測定リソース（ＩＭＲ）の割当てと、前記２つまたはそれ以上のＩＭＲを使用するた
めのチャネル測定とＣＳＩ報告の一方または両方に関連する複数の管理構成とを備え、こ
こにおいて、前記複数の管理構成のうちの少なくとも１つが前記２つまたはそれ以上のＩ
ＭＲについて別々に示される、と、
　チャネル測定とＣＳＩ報告の一方または両方を実行するために、前記複数の管理構成に
従って前記２つまたはそれ以上のＩＭＲを使用することと、
　を備え、
　第１のダウンリンク送信モードのために、前記複数の管理構成のすべてが前記２つまた
はそれ以上のＩＭＲについて別々に示される、方法。
【請求項２】
　第２のダウンリンク送信モードのために、前記複数の管理構成のうちの少なくとも１つ
が前記２つまたはそれ以上のＩＭＲについて別々に示され、前記複数の管理構成のうちの
少なくとも別の１つが前記２つまたはそれ以上のＩＭＲについて一緒に示される、請求項
１に記載の方法。
【請求項３】
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　前記複数の管理構成が、ＣＳＩ報告モードと、チャネル品質指標（ＣＱＩ）テーブルと
、リソース要素単位エネルギー（ＥＰＲＥ）比と、報告制限パラメータとを含む、請求項
１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＥＰＲＥ比が、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）ＥＰＲＥとチャネル
状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）ＥＰＲＥとの比である、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記報告制限パラメータが、前記ＵＥによって報告可能であるベクトルまたはランクの
セットを制限するパラメータと、ｃｏｄｅｂｏｏｋＳｕｂｓｅｔＲｅｓｔｒｉｃｔｉｏｎ
パラメータの一方または両方である、請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　前記２つまたはそれ以上のＩＭＲが、それぞれ前記ＣＳＩプロセスに関連する１つまた
は複数のサブフレームセットに関連する、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記複数の管理構成が、前記ＵＥのために構成されたダウンリンク送信モードに関連す
る、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記２つまたはそれ以上のＩＭＲのうちの１つが基準ＩＭＲであるという指標を受信す
ること、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記ＵＥが、トラフィック適応のための発展型干渉管理（ｅＩＭＴＡ）動作と、ネット
ワーク支援干渉消去および抑圧（ＮＡＩＣＳ）動作の一方または両方を使用するように構
成された、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）において、チャネル状態情報（ＣＳＩ）プロセスに関連する情報を
受信するための手段、ここで、前記情報が、前記ＣＳＩプロセスのための２つまたはそれ
以上の干渉測定リソース（ＩＭＲ）の割当てと、前記２つまたはそれ以上のＩＭＲを使用
するためのチャネル測定とＣＳＩ報告の一方または両方に関連する複数の管理構成とを備
え、ここにおいて、前記複数の管理構成のうちの少なくとも１つが前記２つまたはそれ以
上のＩＭＲについて別々に示される、と、
　チャネル測定とＣＳＩ報告の一方または両方を実行するために、前記複数の管理構成に
従って前記２つまたはそれ以上のＩＭＲを使用するための手段と、
　を備え、
　第１のダウンリンク送信モードのために、前記複数の管理構成のすべてが前記２つまた
はそれ以上のＩＭＲについて別々に示される、装置。
【請求項１１】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　チャネル状態情報（ＣＳＩ）プロセスに関連する情報を送信すること、ここで、前記情
報が、前記ＣＳＩプロセスのための２つまたはそれ以上の干渉測定リソース（ＩＭＲ）の
割当てと、前記２つまたはそれ以上のＩＭＲを使用するためのチャネル測定とＣＳＩ報告
の一方または両方に関連する複数の管理構成とを備え、ここにおいて、前記複数の管理構
成のうちの少なくとも１つが前記２つまたはそれ以上のＩＭＲについて別々に示される、
と、
　前記２つまたはそれ以上のＩＭＲのうちの少なくとも１つに基づいて少なくとも１つの
ＣＳＩ報告を受信することと、
　を備え、
　第１のダウンリンク送信モードのために、前記複数の管理構成のすべてが前記２つまた
はそれ以上のＩＭＲについて別々に示される、方法。
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【請求項１２】
　第２のダウンリンク送信モードのために、前記複数の管理構成のうちの少なくとも１つ
が前記２つまたはそれ以上のＩＭＲについて別々に示され、前記複数の管理構成のうちの
少なくとも１つが前記２つまたはそれ以上のＩＭＲについて一緒に示される、請求項１１
に記載の方法。
【請求項１３】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　チャネル状態情報（ＣＳＩ）プロセスに関連する情報を送信するための手段、ここで、
前記情報が、前記ＣＳＩプロセスのための２つまたはそれ以上の干渉測定リソース（ＩＭ
Ｒ）の割当てと、前記２つまたはそれ以上のＩＭＲを使用するためのチャネル測定とＣＳ
Ｉ報告の一方または両方に関連する複数の管理構成とを備え、ここにおいて、前記複数の
管理構成のうちの少なくとも１つが前記２つまたはそれ以上のＩＭＲについて別々に示さ
れる、と、
　前記２つまたはそれ以上のＩＭＲのうちの少なくとも１つに基づいて少なくとも１つの
ＣＳＩ報告を受信するための手段と、
　を備え、
　第１のダウンリンク送信モードのために、前記複数の管理構成のすべてが前記２つまた
はそれ以上のＩＭＲについて別々に示される、装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
相互参照
　[0001]本特許出願は、各々が本出願の譲受人に譲渡された、２０１５年２月９日に出願
された、「Flexible Channel State Information Feedback Management」と題する、Ｃｈ
ｅｎらによる米国特許出願第１４／６１７，３６３号、および２０１４年３月２８日に出
願された、「Flexible Channel State Information Feedback Management」と題する、Ｃ
ｈｅｎらによる米国仮特許出願第６１／９７２，０２３号の優先権を主張する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]本開示は、たとえば、ワイヤレス通信システムに関し、より詳細には、フレキシ
ブルチャネル状態情報フィードバック管理に関する。
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、
ブロードキャストなどの様々な通信サービスを提供するために広く展開されている。これ
らのワイヤレス通信システムは、利用可能なシステム（たとえば、ネットワーク）リソー
スを共有することによって複数のユーザをサポートすることが可能な多元接続システムで
あり得る。
【０００４】
　[0004]ワイヤレス通信システムは、いくつかのユーザ機器（ＵＥ）のための通信をサポ
ートすることができるいくつかの基地局を含み得る。ＵＥは、ダウンリンク（ＤＬ）送信
とアップリンク（ＵＬ）送信とを介して基地局と通信し得る。ＤＬ（または順方向リンク
）は基地局からＵＥへの通信リンクを指し、ＵＬ（または逆方向リンク）はＵＥから基地
局への通信リンクを指す。
【０００５】
　[0005]１つまたは複数のキャリア上でＵＬ通信とＤＬ通信とを行うために、多元接続技
術は周波数分割複信（ＦＤＤ：Frequency Division Duplex）または時分割複信（ＴＤＤ
：Time Division Duplex）を使用し得る。ＴＤＤ動作は、対スペクトルリソース（paired
 spectrum resource）を必要としないフレキシブル展開を提供する。ＴＤＤフォーマット
はデータのフレームの送信を含み、各フレームは、異なるサブフレームがＵＬサブフレー
ムまたはＤＬサブフレームであり得る、いくつかの異なるサブフレームを含む。ＴＤＤを



(4) JP 6502381 B2 2019.4.17

10

20

30

40

50

使用して動作するシステムでは、アップリンク通信とダウンリンク通信とが対称または非
対称であり得る、異なるフォーマットが使用され得る。フレキシブルＴＤＤ　ＤＬ／ＵＬ
サブフレーム構成は、不対スペクトルリソースを使用するための効率的な方法を提供する
。いくつかの例では、ＴＤＤサブフレーム構成は、トラフィック状態（たとえば、基地局
および／またはＵＥにおけるＤＬ／ＵＬ負荷）に基づいて適応され得る。
【０００６】
　[0006]基地局とＵＥとを含むワイヤレス通信システムは、複数のキャリア上での動作を
サポートし得、１つの形態においてキャリアアグリゲーションと呼ばれる。キャリアアグ
リゲーションは、複数のコンポーネントキャリアをサポートする基地局とＵＥとの間のス
ループットを高めるために使用され得、ＵＥは、複数の基地局に関連する複数のコンポー
ネントキャリアを使用して通信するように構成され得る。ジョイント動作を実行する基地
局が、理想的でないバックホールを有する場合、複数のキャリアを使用してスループット
を高めるための他の技法が使用され得る（たとえば、デュアル接続性など）。
【０００７】
　[0007]いくつかの事例では、ワイヤレス通信システムは、２つの干渉測定リソース（Ｉ
ＭＲ：interference measurement resource）がチャネル状態情報（ＣＳＩ：channel sta
te information）プロセスのために割り振られるＣＳＩプロセスをサポートし得る。
【発明の概要】
【０００８】
　[0008]説明する特徴は、一般に、ワイヤレス通信のための１つまたは複数の改善された
方法、装置、システム、および／またはデバイスに関する。より詳細には、説明する特徴
は、チャネル状態情報（ＣＳＩ）プロセスのための２つまたはそれ以上の干渉測定リソー
ス（ＩＭＲ）の割当てを管理するための方法、装置、システム、および／またはデバイス
に関する。いくつかの例では、２つまたはそれ以上のＩＭＲは複数の管理構成（manageme
nt configuration）に関連し得、複数の管理構成の各々は、２つまたはそれ以上のＩＭＲ
の各々について別々に示され得る。他の例では、２つまたはそれ以上のＩＭＲは複数の管
理構成に関連し得る。複数の管理構成のうちの少なくとも１つは、２つまたはそれ以上の
ＩＭＲについて別々に示され得、複数の管理構成のうちの少なくとも１つは、２つまたは
それ以上のＩＭＲについて一緒に示され得る。他の例では、２つまたはそれ以上のＩＭＲ
は複数の管理構成に関連し得、複数の管理構成のすべては、２つまたはそれ以上のＩＭＲ
について一緒に示され得る。説明する特徴はまた、１つまたは複数のＣＳＩフィードバッ
ク値が基準ＩＭＲからＩＭＲによって継承され得る方法、装置、システム、および／また
はデバイスに関する。ＣＳＩフィードバック値継承は、ＣＳＩプロセスのための異なるＩ
ＭＲに基づいてＣＳＩ報告間の何らかの相関を与えるために使用され得る。
【０００９】
　[0009]例示的な例の第１のセットでは、ワイヤレス通信のための方法が、説明される。
一構成では、本方法は、ＵＥにおいて、ＣＳＩプロセスに関連する情報を受信すること、
ここで、情報は、ＣＳＩプロセスのための２つまたはそれ以上のＩＭＲの割当てと、２つ
またはそれ以上のＩＭＲを使用するための複数の管理構成とを備える、と、チャネル測定
とＣＳＩ報告の一方または両方を実行するために、複数の管理構成に従って２つまたはそ
れ以上のＩＭＲを使用することと、を含む。
【００１０】
　[0010]本方法のいくつかの例では、複数の管理構成のすべては、２つまたはそれ以上の
ＩＭＲについて別々に示され得る。他の例では、複数の管理構成のうちの少なくとも１つ
は、２つまたはそれ以上のＩＭＲについて別々に示され得、複数の管理構成のうちの少な
くとも１つは、２つまたはそれ以上のＩＭＲについて一緒に示され得る。いくつかの例で
は、２つまたはそれ以上のＩＭＲはそれぞれ、ＣＳＩプロセスに関連する１つまたは複数
のサブフレームセットに関連し得る。いくつかの例では、複数の管理構成は、ＵＥのため
に構成されたダウンリンク送信モードに関連し得る。
【００１１】
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　[0011]本方法のいくつかの例では、複数の管理構成は、ＣＳＩ報告モードと、チャネル
品質指標（ＣＱＩ：channel quality indication）テーブルと、リソース要素単位エネル
ギー（ＥＰＲＥ：energy per resource element）比と、報告制限パラメータ（reporting
 restriction parameter）とを含み得る。いくつかの場合には、ＣＱＩテーブルはレガシ
ーＣＱＩテーブルと新しいＣＱＩテーブルとのうちの少なくとも１つを含み得、ここにお
いて、新しいＣＱＩテーブルは、レガシーＣＱＩテーブルよりも高いスペクトル効率をサ
ポートする。いくつかの場合には、ＥＰＲＥ比は、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤ
ＳＣＨ：physical downlink shared channel）ＥＰＲＥとチャネル状態情報基準信号（Ｃ
ＳＩ－ＲＳ：channel state information reference signal）ＥＰＲＥとの比であり得る
。いくつかの場合には、報告制限パラメータは、ＵＥによって報告可能であるベクトルま
たはランクのセットを制限するパラメータであり得る。いくつかの場合には、報告制限パ
ラメータはｃｏｄｅｂｏｏｋＳｕｂｓｅｔＲｅｓｔｒｉｃｔｉｏｎパラメータであり得る
。いくつかの場合には、複数の管理構成は、２つまたはそれ以上のＩＭＲについて別々に
示され得る。いくつかの場合には、複数の管理構成のうちの少なくとも１つは、２つまた
はそれ以上のＩＭＲについて別々に示され得、複数の管理構成のうちの少なくとも１つは
、２つまたはそれ以上のＩＭＲについて一緒に示され得る。いくつかの場合には、ＣＳＩ
報告モード、ＣＱＩテーブルおよび報告制限パラメータは、２つまたはそれ以上のＩＭＲ
について別々に示され得、ＥＰＲＥ比は、２つまたはそれ以上のＩＭＲについて一緒に示
され得る。いくつかの場合には、報告制限パラメータは、２つまたはそれ以上のＩＭＲに
ついて別々に示され得、ＣＳＩ報告モード、ＣＱＩテーブル、およびＥＰＲＥ比は、２つ
またはそれ以上のＩＭＲについて一緒に示される。
【００１２】
　[0012]いくつかの例では、本方法は、２つまたはそれ以上のＩＭＲのうちの１つが基準
ＩＭＲであるという指標を受信することを含み得る。いくつかの場合には、２つまたはそ
れ以上のＩＭＲのうちの少なくとも１つは、基準ＩＭＲから少なくとも１つのＣＳＩフィ
ードバック値を継承し得る。いくつかの場合には、基準ＩＭＲから継承された少なくとも
１つのＣＳＩフィードバック値はランクを含み得る。いくつかの場合には、基準ＩＭＲか
ら継承された少なくとも１つのＣＳＩフィードバック値はＣＳＩ報告モードを含み得る。
【００１３】
　[0013]本方法のいくつかの例では、ＵＥは、トラフィック適応のための発展型干渉管理
（ｅＩＭＴＡ：evolved interference management for traffic adaptation）を使用する
ように構成され得る。本方法のいくつかの例では、ＵＥは、ネットワーク支援干渉消去お
よび抑圧（ＮＡＩＣＳ：network assisted interference cancellation and suppression
）動作を使用するように構成され得る。
【００１４】
　[0014]本方法のいくつかの例では、２つまたはそれ以上のＩＭＲのうちの少なくとも２
つが重複サブフレーム中で構成され得る。本方法のいくつかの例では、本方法は、ＣＳＩ
報告をトリガするためのダウンリンク制御チャネルを受信することを含み得る。
【００１５】
　[0015]例示的な例の第２のセットでは、ワイヤレス通信のための装置について説明する
。一構成では、本装置は、ＵＥにおいて、ＣＳＩプロセスに関連する情報を受信するため
の手段、ここで、情報は、ＣＳＩプロセスのための２つまたはそれ以上のＩＭＲの割当て
と、２つまたはそれ以上のＩＭＲを使用するための複数の管理構成とを備える、と、チャ
ネル測定とＣＳＩ報告の一方または両方を実行するために、複数の管理構成に従って２つ
またはそれ以上のＩＭＲを使用するための手段と、を含み得る。いくつかの例では、複数
の管理構成のすべては、２つまたはそれ以上のＩＭＲについて別々に示され得る。他の例
では、複数の管理構成のうちの少なくとも１つは、２つまたはそれ以上のＩＭＲについて
別々に示され得、複数の管理構成のうちの少なくとも１つは、２つまたはそれ以上のＩＭ
Ｒについて一緒に示され得る。いくつかの例では、本装置は、例示的な例の第１のセット
に関して上記で説明したワイヤレス通信のための方法の１つまたは複数の態様を実装する



(6) JP 6502381 B2 2019.4.17

10

20

30

40

50

ための手段をさらに含み得る。
【００１６】
　[0016]例示的な例の第３のセットでは、ワイヤレス通信のための別の装置について説明
する。一構成では、本装置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信しているメモリと、
メモリに記憶された命令とを含み得る。命令は、ＵＥにおいて、ＣＳＩプロセスに関連す
る情報を受信すること、ここで、情報は、ＣＳＩプロセスのための２つまたはそれ以上の
ＩＭＲの割当てと、２つまたはそれ以上のＩＭＲを使用するための複数の管理構成とを備
える、と、チャネル測定とＣＳＩ報告の一方または両方を実行するために、複数の管理構
成に従って２つまたはそれ以上のＩＭＲを使用することと、を行うためにプロセッサによ
って実行可能であり得る。いくつかの例では、複数の管理構成のすべては、２つまたはそ
れ以上のＩＭＲについて別々に示され得る。他の例では、複数の管理構成のうちの少なく
とも１つは、２つまたはそれ以上のＩＭＲについて別々に示され得、複数の管理構成のう
ちの少なくとも１つは、２つまたはそれ以上のＩＭＲについて一緒に示され得る。いくつ
かの例では、命令はまた、例示的な例の第１のセットに関して上記で説明したワイヤレス
通信のための方法の１つまたは複数の態様を実装するためにプロセッサによって実行可能
であり得る。
【００１７】
　[0017]例示的な例の第４のセットでは、ワイヤレス通信システム中のワイヤレス通信装
置による通信のためのコンピュータプログラム製品について説明する。一構成では、本コ
ンピュータプログラム製品は、ワイヤレス通信装置に、ＵＥにおいて、ＣＳＩプロセスに
関連する情報を受信すること、ここで、情報は、ＣＳＩプロセスのための２つまたはそれ
以上のＩＭＲの割当てと、２つまたはそれ以上のＩＭＲを使用するための複数の管理構成
とを備える、と、チャネル測定とＣＳＩ報告の一方または両方を実行するために、複数の
管理構成に従って２つまたはそれ以上のＩＭＲを使用することと、を行わせるためにプロ
セッサによって実行可能な命令を記憶する非一時的コンピュータ可読媒体を含み得る。い
くつかの例では、複数の管理構成のすべては、２つまたはそれ以上のＩＭＲについて別々
に示され得る。他の例では、複数の管理構成のうちの少なくとも１つは、２つまたはそれ
以上のＩＭＲについて別々に示され得、複数の管理構成のうちの少なくとも１つは、２つ
またはそれ以上のＩＭＲについて一緒に示され得る。いくつかの例では、命令はまた、例
示的な例の第１のセットに関して上記で説明したワイヤレス通信のための方法の１つまた
は複数の態様を実装することをワイヤレス通信装置に行わせるためにプロセッサによって
実行可能であり得る。
【００１８】
　[0018]例示的な例の第５のセットでは、ワイヤレス通信のための別の方法について説明
する。一構成では、本方法は、ＣＳＩプロセスに関連する情報を送信すること、ここで、
情報は、ＣＳＩプロセスのための２つまたはそれ以上のＩＭＲの割当てと、２つまたはそ
れ以上のＩＭＲを使用するための複数の管理構成とを備える、と、２つまたはそれ以上の
ＩＭＲのうちの少なくとも１つに基づいて少なくとも１つのＣＳＩ報告を受信することと
、を含む。
【００１９】
　[0019]本方法のいくつかの例では、複数の管理構成のすべては、２つまたはそれ以上の
ＩＭＲについて別々に示され得る。他の例では、複数の管理構成のうちの少なくとも１つ
は、２つまたはそれ以上のＩＭＲについて別々に示され得、複数の管理構成のうちの少な
くとも１つは、２つまたはそれ以上のＩＭＲについて一緒に示され得る。
【００２０】
　[0020]本方法のいくつかの例では、複数の管理構成は、ＣＳＩ報告モードと、ＣＱＩテ
ーブルと、ＥＰＲＥ比と、報告制限パラメータとを含み得る。
【００２１】
　[0021]いくつかの例では、本方法は、２つまたはそれ以上のＩＭＲのうちの１つが基準
ＩＭＲであるという指標を送信することを含み得る。いくつかの場合には、２つまたはそ
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れ以上のＩＭＲのうちの少なくとも１つは、基準ＩＭＲから少なくとも１つのＣＳＩフィ
ードバック値を継承し得る。
【００２２】
　[0022]いくつかの例では、本方法は、ｅＩＭＴＡを使用するように構成された基地局に
よって実行され得る。いくつかの例では、本方法は、ＮＡＩＣＳ動作を使用するように構
成された基地局によって実行され得る。
【００２３】
　[0023]本方法のいくつかの例では、２つまたはそれ以上のＩＭＲのうちの少なくとも２
つが重複サブフレーム中で構成され得る。本方法のいくつかの例では、本方法は、ＣＳＩ
報告をトリガするためのダウンリンク制御チャネルを送信することを含み得る。
【００２４】
　[0024]例示的な例の第６のセットでは、ワイヤレス通信のための別の装置について説明
する。一構成では、本装置は、ＣＳＩプロセスに関連する情報を送信するための手段、こ
こで、情報は、ＣＳＩプロセスのための２つまたはそれ以上のＩＭＲの割当てと、２つま
たはそれ以上のＩＭＲを使用するための複数の管理構成とを備える、と、２つまたはそれ
以上のＩＭＲのうちの少なくとも１つに基づいて少なくとも１つのＣＳＩ報告を受信する
ための手段とを含み得る。いくつかの例では、複数の管理構成のすべては、２つまたはそ
れ以上のＩＭＲについて別々に示され得る。他の例では、複数の管理構成のうちの少なく
とも１つは、２つまたはそれ以上のＩＭＲについて別々に示され得、複数の管理構成のう
ちの少なくとも１つは、２つまたはそれ以上のＩＭＲについて一緒に示され得る。いくつ
かの例では、本装置は、例示的な例の第５のセットに関して上記で説明したワイヤレス通
信のための方法の１つまたは複数の態様を実装するための手段をさらに含み得る。
【００２５】
　[0025]例示的な例の第７のセットでは、ワイヤレス通信のための別の装置について説明
する。一構成では、本装置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信しているメモリと、
メモリに記憶された命令とを含み得る。命令は、ＣＳＩプロセスに関連する情報を送信す
ること、情報は、ＣＳＩプロセスのための２つまたはそれ以上のＩＭＲの割当てと、２つ
またはそれ以上のＩＭＲを使用するための複数の管理構成とを備える、と、２つまたはそ
れ以上のＩＭＲのうちの少なくとも１つに基づいて少なくとも１つのＣＳＩ報告を受信す
ることとを行うためにプロセッサによって実行可能であり得る。いくつかの例では、複数
の管理構成のすべては、２つまたはそれ以上のＩＭＲについて別々に示され得る。他の例
では、複数の管理構成のうちの少なくとも１つは、２つまたはそれ以上のＩＭＲについて
別々に示され得、複数の管理構成のうちの少なくとも１つは、２つまたはそれ以上のＩＭ
Ｒについて一緒に示され得る。いくつかの例では、命令はまた、例示的な例の第５のセッ
トに関して上記で説明したワイヤレス通信のための方法の１つまたは複数の態様を実装す
るためにプロセッサによって実行可能であり得る。
【００２６】
　[0026]例示的な例の第８のセットでは、ワイヤレス通信システム中のワイヤレス通信装
置による通信のための別のコンピュータプログラム製品について説明する。本コンピュー
タプログラム製品は、ワイヤレス通信装置に、ＣＳＩプロセスに関連する情報を送信する
ことと、情報は、ＣＳＩプロセスのための２つまたはそれ以上のＩＭＲの割当てと、２つ
またはそれ以上のＩＭＲを使用するための複数の管理構成とを備える、と、２つまたはそ
れ以上のＩＭＲのうちの少なくとも１つに基づいて少なくとも１つのＣＳＩ報告を受信す
ることとを行わせるためにプロセッサによって実行可能な命令を記憶する非一時的コンピ
ュータ可読媒体を含み得る。いくつかの例では、複数の管理構成のすべては、２つまたは
それ以上のＩＭＲについて別々に示され得る。他の例では、複数の管理構成のうちの少な
くとも１つは、２つまたはそれ以上のＩＭＲについて別々に示され得、複数の管理構成の
うちの少なくとも１つは、２つまたはそれ以上のＩＭＲについて一緒に示され得る。いく
つかの例では、命令はまた、例示的な例の第５のセットに関して上記で説明したワイヤレ
ス通信のための方法の１つまたは複数の態様を実装することをワイヤレス通信装置に行わ
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せるためにプロセッサによって実行可能であり得る。
【００２７】
　[0027]上記では、以下の発明を実施するための形態がより良く理解され得るように、本
開示による例の特徴および技術的利点についてやや広く概説した。説明する方法および装
置の適用性のさらなる範囲は、以下の発明を実施するための形態、特許請求の範囲、およ
び図面から明らかになろう。当業者には発明を実施するための形態の趣旨および範囲内の
様々な変更および改変が明らかになるので、発明を実施するための形態および特定の例は
、例示として与えられるものにすぎない。
【００２８】
　[0028]本開示の性質および考えられる利点のさらなる理解は、以下の図面を参照して実
現され得る。添付の図において、同様の構成要素または特徴は同じ参照ラベルを有し得る
。さらに、同じタイプの様々な構成要素は、参照ラベルの後に、ダッシュと、それらの同
様の構成要素同士を区別する第２のラベルとを続けることによって区別され得る。第１の
参照ラベルのみが明細書において使用される場合、その説明は、第２の参照ラベルにかか
わらず、同じ第１の参照ラベルを有する同様の構成要素のうちのいずれか１つに適用可能
である。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】[0029]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムの一例の図。
【図２】[0030]本開示の様々な態様による、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ（登
録商標）：Long Term Evolution）／ＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ：LTE-Advanced）
ネットワークアーキテクチャを示す図。
【図３】[0031]ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａにおけるユーザプレーンおよび制御プレーンのための
無線プロトコルアーキテクチャの一例を示す図。
【図４Ａ】[0032]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システム中で使用され得る
チャネル化階層を示す図。
【図４Ｂ】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システム中で使用され得るチャネ
ル化階層を示す図。
【図５】[0033]本開示の様々な態様による、発展型ノードＢ（ｅＮＢ：evolved Node B）
とユーザ機器（ＵＥ）との間の通信のために使用されるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａフレーム構造
（たとえば、無線フレーム）の一例を示す図。
【図６】[0034]本開示の様々な態様による、図５を参照しながら説明するＬＴＥ／ＬＴＥ
－Ａ時分割複信（ＴＤＤ）フレーム構造の様々なダウンリンク／アップリンク（ＤＬ／Ｕ
Ｌ）サブフレーム構成を示す図。
【図７】[0035]本開示の様々な態様による、キャリアアグリゲーションを採用するワイヤ
レス通信システムを示す図。
【図８】[0036]本開示の様々な態様による、キャリアアグリゲーションを採用するワイヤ
レス通信システムを示す図。
【図９】[0037]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための装置
のブロック図。
【図１０】[0038]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための装
置のブロック図。
【図１１】[0039]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための装
置のブロック図。
【図１２】[0040]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するためのＵ
Ｅのブロック図。
【図１３】[0041]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための基
地局（たとえば、ｅＮＢの一部または全部を形成する基地局）のブロック図。
【図１４】[0042]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の一例を示す
フローチャート。
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【図１５】[0043]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の一例を示す
フローチャート。
【図１６】[0044]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の一例を示す
フローチャート。
【図１７】[0045]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の一例を示す
フローチャート。
【図１８】[0046]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の一例を示す
フローチャート。
【図１９】[0047]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の一例を示す
フローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　[0048]説明する実施形態は、チャネル局情報（ＣＳＩ）プロセスを管理するための方法
、装置、システム、およびデバイスを対象とし、より詳細には、２つまたはそれ以上の干
渉測定リソース（ＩＭＲ）の割当てに関連するＣＳＩプロセスを管理するための方法、装
置、システム、およびデバイスを対象とする。ワイヤレス通信では、ユーザ機器（ＵＥ）
におけるＣＳＩが基地局に報告され得る。ＣＳＩは、チャネル品質インジケータ、プリコ
ーディング行列インジケータ、プリコーディングタイプインジケータ、および／またはラ
ンクインジケータを含み得る。ＵＥによって報告されるＣＳＩは、上位レイヤによって構
成されたＣＳＩプロセスに対応し得る。ＵＥは、サービングセルごとに１つまたは複数の
ＣＳＩプロセスで構成され得、各ＣＳＩプロセスは、（ＩＭＲとしても知られる）ＣＳＩ
干渉測定（ＣＳＩ－ＩＭ：CSI-interference measurement）リソースに関連し得る。キャ
リアアグリゲーションおよび／または多地点協調（ＣｏＭＰ：coordinated multi-point
）動作の場合、ＵＥは、２つまたはそれ以上のＣＳＩプロセス（たとえば、チャネル測定
値を収集し、基地局への返信のために１つまたは複数のＣＳＩ報告を生成するための２つ
またはそれ以上のプロセス）を管理する必要があり得る。したがって、説明する実施形態
は、ＣＳＩプロセスのための２つまたはそれ以上のＩＭＲの割当てを管理するための方法
を提供する。いくつかの例では、２つまたはそれ以上のＩＭＲは複数の管理構成に関連し
得、複数の管理構成は、２つまたはそれ以上のＩＭＲについて別々に示され得る。他の例
では、２つまたはそれ以上のＩＭＲは複数の管理構成に関連し得、複数の管理構成のうち
の少なくとも１つは、２つまたはそれ以上のＩＭＲについて別々に示され得、複数の管理
構成のうちの少なくとも別の１つは、２つまたはそれ以上のＩＭＲについて一緒に示され
得る。他の例では、２つまたはそれ以上のＩＭＲは複数の管理構成に関連し得、複数の管
理構成のすべては、２つまたはそれ以上のＩＭＲについて一緒に示され得る。
【００３１】
　[0049]説明する実施形態のいくつかはまた、ＣＳＩプロセスのための異なるＩＭＲに基
づいてＣＳＩ報告間の何らかの相関を与えるための方法を提供する。たとえば、１つまた
は複数のＣＳＩフィードバック値は、基準ＩＭＲからＩＭＲによって継承され得る。ＣＳ
Ｉプロセスのための異なるＩＭＲにわたる共通ＣＳＩフィードバック値を適用するための
継承の使用は、共通ＣＳＩフィードバック値を適用するより動的な方法（たとえば、一緒
に示されるｃｏｄｅｂｏｏｋＳｕｂｓｅｔＲｅｓｔｒｉｃｔｉｏｎを介して共通ＣＳＩフ
ィードバック値を半静的に適用することよりも動的な適用方法）を提供し得る。
【００３２】
　[0050]本明細書で説明する技法は、セルラーワイヤレスシステム、ピアツーピアワイヤ
レス通信、ワイヤレスローカルアクセスネットワーク（ＷＬＡＮ）、アドホックネットワ
ーク、衛星通信システム、および他のシステムなどの様々なワイヤレス通信システムのた
めに使用され得る。「システム」および「ネットワーク」という用語は、しばしば互換的
に使用される。これらのワイヤレス通信システムは、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時
分割多元接続（ＴＤＭＡ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭ
Ａ）、シングルキャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）、および／または他の無線技術など
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、様々な無線通信技術を採用し得る。概して、ワイヤレス通信は、無線アクセス技術（Ｒ
ＡＴ）と呼ばれる１つまたは複数の無線通信技術の規格化された実装形態に従って行われ
得る。無線アクセス技術を実装するワイヤレス通信システムまたはネットワークは無線ア
クセスネットワーク（ＲＡＮ）と呼ばれることがある。
【００３３】
　[0051]ＣＤＭＡ技法を採用する無線アクセス技術の例としては、ＣＤＭＡ２０００、ユ
ニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ：Universal Terrestrial Radio Access）など
がある。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、およびＩＳ－８５６規格を
カバーする。ＩＳ－２０００リリース０およびＡは、一般に、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、
１Ｘなどと呼ばれる。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ－８５６）は、一般に、ＣＤＭＡ２０００　
１ｘＥＶ－ＤＯ、高速パケットデータ（ＨＲＰＤ）などと呼ばれる。ＵＴＲＡは、広帯域
ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））およびＣＤＭＡの他の変形態を含む。ＴＤＭＡシス
テムの例としては、モバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標）：Global S
ystem for Mobile Communications）の様々な実装形態がある。ＯＦＤＭおよび／または
ＯＦＤＭＡを採用する無線アクセス技術の例としては、ウルトラモバイルブロードバンド
（ＵＭＢ：Ultra Mobile Broadband）、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ：Evolved UTRA）
、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡ
Ｘ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭなどがある。ＵＴＲＡ
およびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム（ＵＭＴ
Ｓ：Universal Mobile Telecommunication System）の一部である。３ＧＰＰ（登録商標
）ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）およびＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）は
、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、
ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ、およびＧＳＭは、「第３世代パートナーシッププロジェ
クト」（３ＧＰＰ：3rd Generation Partnership Project）と称する団体からの文書に記
載されている。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェ
クト２」（３ＧＰＰ２：3rd Generation Partnership Project 2）と称する団体からの文
書に記載されている。本明細書で説明する技法は、上記のシステムおよび無線技術、なら
びに他のシステムおよび無線技術のために使用され得る。
【００３４】
　[0052]したがって、以下の説明は、例を与えるものであり、特許請求の範囲に記載され
た範囲、適用可能性、または構成を限定するものではない。本開示の趣旨および範囲から
逸脱することなく、説明する要素の機能および構成において変更が行われ得る。様々な実
施形態は、適宜に様々なプロシージャまたは構成要素を省略、置換、または追加し得る。
たとえば、説明する方法は、説明する順序とは異なる順序で実行され得、様々なステップ
が追加、省略、または組み合わせられ得る。また、いくつかの実施形態に関して説明する
特徴は、他の実施形態において組み合わせられ得る。
【００３５】
　[0053]最初に図１を参照すると、図が、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信シ
ステム１００の一例を示している。ワイヤレス通信システム１００は、基地局（またはセ
ル）１０５と、ＵＥ１１５と、コアネットワーク１３０とを含み得る。基地局１０５は、
基地局コントローラ（図示せず）の制御下でＵＥ１１５と通信し得、それは、様々な実施
形態ではコアネットワーク１３０または基地局１０５の一部であり得る。基地局１０５は
、バックホールリンク１３２を介してコアネットワーク１３０と制御情報および／または
ユーザデータを通信し得る。バックホールリンク１３２は、ワイヤードバックホールリン
ク（たとえば、銅、ファイバーなど）および／またはワイヤレスバックホールリンク（た
とえば、マイクロ波など）であり得る。実施形態では、基地局１０５は、バックホールリ
ンク１３４を介して、直接的または間接的のいずれかで、互いに通信し得、それは、ワイ
ヤードまたはワイヤレス通信リンクであり得る。ワイヤレス通信システム１００は、複数
のキャリア（たとえば、異なる周波数の波形信号）上での動作をサポートし得る。マルチ
キャリア送信機は、複数のキャリア上で同時に被変調信号を送信することができる。たと
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えば、通信リンク１２５の各々は、上記で説明した様々な無線技術に従って変調されたマ
ルチキャリア信号であり得る。各被変調信号は、異なるキャリア上で送られ得、制御情報
（たとえば、基準信号、制御チャネルなど）、オーバーヘッド情報、データなどを搬送し
得る。ワイヤレス通信システム１００はまた、キャリアまたは通信リンク１２５のうちの
１つまたは複数の動的適応をサポートし得る。通信リンク１２５が動的に適応されるとき
、ＵＥ１１５によって使用されるタイミングシステムは、干渉を回避するために調整され
る必要があり得る。いくつかの例では、ワイヤレス通信システム１００はＣＳＩプロセス
をさらにサポートし得、ここにおいて、ＵＥ１１５は基地局１０５にＣＳＩ報告を送信し
得る。ＣＳＩプロセスは、ＵＥ１１５へのＩＭＲの割当てによって可能にされ得る。
【００３６】
　[0054]基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介してＵＥ１１５とワイヤ
レス通信し得る。基地局１０５の各々は、それぞれのカバレージエリア１１０に通信カバ
レージを与え得る。いくつかの実施形態では、基地局１０５は、基地トランシーバ局、無
線基地局、アクセスポイント、無線トランシーバ、基本サービスセット（ＢＳＳ）、拡張
サービスセット（ＥＳＳ）、ノードＢ、ｅノードＢ（ｅＮＢ）、ホームノードＢ、ホーム
ｅノードＢ、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることがある。基地局のためのカバ
レージエリア１１０は、カバレージエリアの一部分を構成するセクタ（図示せず）に分割
され得る。ワイヤレス通信システム１００は、異なるタイプの基地局１０５（たとえば、
マクロ基地局、マイクロ基地局、および／またはピコ基地局）を含み得る。異なる技術の
ための重複するカバレージエリアがあり得る。
【００３７】
　[0055]ＵＥ１１５は、ワイヤレス通信システム１００全体にわたって分散され得、各デ
バイスは固定または移動であり得る。ＵＥ１１５は、当業者によって、移動局、加入者局
、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバイ
ルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバイ
ル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセッ
ト、ユーザエージェント、通信デバイス、モバイルクライアント、クライアント、または
何らかの他の好適な用語で呼ばれることもある。ＵＥ１１５は、セルラーフォン、スマー
トフォン、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハン
ドヘルドデバイス、タブレットコンピュータ、ラップトップコンピュータ、コードレスフ
ォン、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局などであり得る。ＵＥ１１５は、マクロ基
地局、ピコ基地局、フェムト基地局、リレー基地局などと通信することが可能であり得る
。
【００３８】
　[0056]ワイヤレス通信システム１００に示された通信リンク１２５は、ＵＥ１１５から
基地局１０５へのアップリンク（ＵＬ）通信リンク（すなわち、アップリンク）、および
／または基地局１０５からＵＥ１１５へのダウンリンク（ＤＬ）通信リンク（すなわち、
ダウンリンク）を含み得る。ダウンリンクは順方向リンクと呼ばれることもあり、アップ
リンクは逆方向リンクと呼ばれることもある。
【００３９】
　[0057]実施形態では、ワイヤレス通信システム１００はＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワー
クを含み得る。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークでは、ｅＮＢおよびＵＥという用語は、
概して、それぞれ基地局１０５およびＵＥ１１５について説明するために使用され得る。
ワイヤレス通信システム１００は、いくつかの例では、異なるタイプのｅＮＢが様々な地
理的領域にカバレージを与える、異種ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークを含み得る。たと
えば、各ｅＮＢは、マクロセル、ピコセル、フェムトセル、および／または他のタイプの
セルに通信カバレージを与え得る。マクロセルは、概して、比較的大きい地理的エリア（
たとえば、半径数キロメートル）をカバーし得、ネットワークプロバイダのサービスに加
入しているＵＥによる無制限アクセスを可能にし得る。ピコセルは、概して、比較的小さ
い地理的エリアをカバーすることになり、ネットワークプロバイダのサービスに加入して
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いるＵＥによる無制限アクセスを可能にし得る。また、フェムトセルは、概して、比較的
小さい地理的エリア（たとえば、自宅）をカバーすることになり、無制限アクセスに加え
て、フェムトセルとの関連を有するＵＥ（たとえば、限定加入者グループ（ＣＳＧ：clos
ed subscriber group）中のＵＥ、自宅内のユーザのためのＵＥなど）による制限付きア
クセスをも可能にし得る。マクロセルのためのｅＮＢはマクロｅＮＢと呼ばれることがあ
る。ピコセルのためのｅＮＢはピコｅＮＢと呼ばれることがある。フェムトセルのための
ｅＮＢはフェムトｅＮＢまたはホームｅＮＢと呼ばれることがある。ｅＮＢは、１つまた
は複数（たとえば、２つ、３つ、４つなど）のセルをサポートし得る。））
【００４０】
　[0058]図２は、本開示の様々な態様による、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークアーキテ
クチャ２００を示す図を示している。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークアーキテクチャ２
００は発展型パケットシステム（ＥＰＳ：Evolved Packet System）と呼ばれることがあ
る。ＥＰＳは、１つまたは複数のＵＥ１１５と、発展型ＵＭＴＳ地上波無線アクセスネッ
トワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ：Evolved UMTS Terrestrial Radio Access Network）２０５
と、発展型パケットコア（ＥＰＣ：Evolved Packet Core）と、ホーム加入者サーバ（Ｈ
ＳＳ：Home Subscriber Server）２２０と、事業者のＩＰサービス２２２とを含み得る。
ＥＰＳは、他の無線アクセス技術を使用して他のアクセスネットワークと相互接続し得る
。たとえば、ＥＰＳは、１つまたは複数のサービングＧＰＲＳサポートノード（ＳＧＳＮ
：Serving GPRS Support Node）を介してＵＴＲＡＮベースのネットワークおよび／また
はＣＤＭＡベースのネットワークと相互接続し得る。ＵＥ１１５のモビリティおよび／ま
たは負荷分散をサポートするために、ＥＰＳは、基地局１０５を含むソースｅＮＢと基地
局１０５を含むターゲットｅＮＢとの間のＵＥ１１５のハンドオーバをサポートし得る。
ＥＰＳは、同じＲＡＴ（たとえば、他のＥ－ＵＴＲＡＮネットワーク）のｅＮＢおよび／
または基地局１０５間のＲＡＴ内ハンドオーバと、異なるＲＡＴ（たとえば、Ｅ－ＵＴＲ
ＡＮ対ＣＤＭＡなど）のｅＮＢおよび／または基地局１０５間のＲＡＴ間ハンドオーバと
をサポートし得る。ＥＰＳは、概して、パケット交換サービスを与え得るが、当業者が容
易に諒解するように、本開示全体にわたって提示される様々な概念は、回線交換サービス
を与えるネットワークに拡張され得る。
【００４１】
　[0059]Ｅ－ＵＴＲＡＮは、基地局１０５を含むｅＮＢを含み得、ＵＥ１１５に対してユ
ーザプレーンプロトコル終端と制御プレーンプロトコル終端とを与え得る。ｅＮＢおよび
それらのそれぞれの基地局１０５は、図１のバックホールリンク１３４（たとえば、Ｘ２
インターフェースを使用して確立されたリンクなど）を介して、他のｅＮＢおよびそれら
のそれぞれの基地局１０５に接続され得る。ｅＮＢおよびそれらの基地局１０５は、ＵＥ
１１５にＥＰＣ２３０へのアクセスポイントを与え得る。ｅＮＢおよび／または基地局１
０５は、同じくまたは代替的に、図１のバックホールリンク１３２（たとえば、Ｓ１イン
ターフェースを使用して確立されたリンクなど）を介してＥＰＣ２３０に接続され得る。
ＥＰＣ２３０内の論理ノードは、１つまたは複数のモビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ
：Mobility Management Entity）２３２と、１つまたは複数のサービングゲートウェイ２
３４と、１つまたは複数のパケットデータネットワーク（ＰＤＮ：Packet Data Network
）ゲートウェイ２３６とを含み得る。たとえば、ＭＭＥはベアラおよび接続管理を行い得
る。すべてのユーザＩＰパケットはサービングゲートウェイ２３４を介して転送され得、
サービングゲートウェイ２３４自体はＰＤＮゲートウェイ２３６に接続され得る。ＰＤＮ
ゲートウェイ２３６はＵＥのＩＰアドレス割当てならびに他の機能を与え得る。ＰＤＮゲ
ートウェイ２３６はＩＰネットワークおよび／または事業者のＩＰサービスに接続され得
る。これらの論理ノードは別個の物理ノードにおいて実装され得るか、または１つまたは
複数が単一の物理ノードにおいて組み合わせられ得る。ＩＰネットワーク／事業者のＩＰ
サービス２２２は、インターネット、イントラネット、ＩＰマルチメディアサブシステム
（ＩＭＳ：IP Multimedia Subsystem）、および／またはパケット交換（ＰＳ：Packet-Sw
itched）ストリーミングサービス（ＰＳＳ：PS Streaming Service）を含み得る。
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【００４２】
　[0060]ＵＥ１１５および基地局１０５は、たとえば、多入力多出力（ＭＩＭＯ：Multip
le Input Multiple Output）、多地点協調（ＣｏＭＰ）、または他の方式を通して共同的
に通信するように構成され得る。ＭＩＭＯ技法は、複数のデータストリームを送信するた
めにマルチパス環境を利用するために、基地局上の複数のアンテナおよび／またはＵＥ上
の複数のアンテナを使用する。ＣｏＭＰは、ＵＥのための全体的送信品質を改善し、なら
びにネットワークおよびスペクトル利用を増加させるための、いくつかのｅＮＢによる送
信および受信の動的協調のための技法を含む。概して、ＣｏＭＰ技法は、ＵＥ１１５のた
めの制御プレーン通信とユーザプレーン通信とを協調させるために、基地局１０５間の通
信のために（図１の）バックホールリンク１３２および／または１３４を利用する。
【００４３】
　[0061]図３は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａにおけるユーザプレーンおよび制御プレーンのため
の無線プロトコルアーキテクチャ３００の一例を示す図を示している。ＵＥおよびｅＮＢ
のための無線プロトコルアーキテクチャは、３つのレイヤ、すなわち、レイヤ１、レイヤ
２、およびレイヤ３とともに示されている。レイヤ１（Ｌ１レイヤ）は最下位レイヤであ
り、様々な物理レイヤ信号処理機能を実装する。Ｌ１レイヤを本明細書では物理レイヤ３
０６と呼ぶ。レイヤ２（Ｌ２レイヤ）３０８は、物理レイヤ３０６の上にあり、物理レイ
ヤ３０６を介したＵＥとｅＮＢとの間のリンクを担当する。
【００４４】
　[0062]ユーザプレーンでは、Ｌ２レイヤ３０８は、メディアアクセス制御（ＭＡＣ：me
dia access control）サブレイヤ３１０と、無線リンク制御（ＲＬＣ：radio link contr
ol）レイヤ３１２と、パケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ：packet d
ata convergence protocol）３１４サブレイヤとを含み、それは、ネットワーク側のｅＮ
Ｂにおいて終端される。図示されていないが、ＵＥは、ネットワーク側のＰＤＮゲートウ
ェイ２３６において終端され得るネットワークレイヤ（たとえば、ＩＰレイヤ）と、接続
の他端（たとえば、ファーエンドＵＥ、サーバなど）において終端されるアプリケーショ
ンレイヤとを含めてＬ２レイヤ３０８の上にいくつかの上位レイヤを有し得る。
【００４５】
　[0063]ＰＤＣＰサブレイヤ３１４は、異なる無線ベアラと論理チャネルとの間の多重化
を行う。ＰＤＣＰサブレイヤ３１４はまた、無線送信オーバーヘッドを低減するために上
位レイヤデータパケットのヘッダ圧縮と、データパケットを暗号化することによるセキュ
リティと、ＵＥに対するｅＮＢ間のハンドオーバサポートとを与える。ＲＬＣサブレイヤ
３１２は、上位レイヤデータパケットのセグメンテーションおよび再統合と、紛失データ
パケットの再送信と、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ：hybrid automatic repeat 
request）による、順が狂った受信を補正するデータパケットの並べ替えとを行う。ＲＬ
Ｃサブレイヤ３１２は、データを論理チャネルとしてＭＡＣサブレイヤ３１０に受け渡す
。
【００４６】
　[0064]論理制御チャネルは、システム制御情報をブロードキャストするためのダウンリ
ンクチャネルであるブロードキャスト制御チャネル（ＢＣＣＨ：broadcast control chan
nel）、ページング情報を転送するダウンリンクチャネルであるページング制御チャネル
（ＰＣＣＨ：paging control channel）、１つまたは複数のマルチキャストトラフィック
チャネル（ＭＴＣＨ：multicast traffic channel）のためのマルチメディアブロードキ
ャストおよびマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ：multimedia broadcast and multicast
 service）スケジューリングおよび制御情報を送信するために使用されるポイントツーマ
ルチポイントダウンリンクチャネルであるマルチキャスト制御チャネル（ＭＣＣ：multic
ast control channel）を含み得る。概して、無線リソース制御（ＲＲＣ）接続を確立し
た後、ＭＣＣＨは、ＭＢＭＳを受信するＵＥによって使用される。専用制御チャネル（Ｄ
ＣＣＨ：dedicated control channel）は、ＲＲＣ接続を有するＵＥによって使用される
ユーザ固有の制御情報などの専用制御情報を送信するポイントツーポイント双方向チャネ
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ルである別の論理制御チャネルである。また、共通制御チャネル（ＣＣＣＨ：common con
trol channel）は、ランダムアクセス情報のために使用され得る論理制御チャネルである
。論理トラフィックチャネルは、ユーザ情報の転送のための１つのＵＥに専用のポイント
ツーポイント双方向チャネルである専用トラフィックチャネル（ＤＴＣＨ：dedicated tr
affic channel）を備え得る。また、マルチキャストトラフィックチャネル（ＭＴＣＨ）
は、トラフィックデータのポイントツーマルチポイントダウンリンク送信のために使用さ
れ得る。
【００４７】
　[0065]ＭＡＣサブレイヤ３１０は、論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の多
重化を行う。ＭＡＣサブレイヤ３１０はまた、１つのセル内の様々な無線リソース（たと
えば、リソースブロック）をＵＥの間で割り振ることを担当する。ＭＡＣサブレイヤ３１
０はまたＨＡＲＱ動作を担当する。ＭＡＣサブレイヤは、論理チャネルデータをフォーマ
ットし、トランスポートチャネルとして物理レイヤ３０６に送る。
【００４８】
　[0066]ＤＬトランスポートチャネルは、ブロードキャストチャネル（ＢＣＨ：broadcas
t channel）、ＤＬ共有データチャネル（ＤＬ－ＳＣＨ：DL shared data channel）、マ
ルチキャストチャネル（ＭＣＨ：multicast channel）、およびページングチャネル（Ｐ
ＣＨ：Paging Channel）を含み得る。ＵＬトランスポートチャネルは、ランダムアクセス
チャネル（ＲＡＣＨ：random access channel）、要求チャネル（ＲＥＱＣＨ：request c
hannel）、アップリンク共有データチャネル（ＵＬ－ＳＤＣＨ：uplink shared data cha
nnel）、および複数の物理チャネルを含み得る。物理チャネルはまた、ダウンリンクチャ
ネルとアップリンクチャネルとのセットを含み得る。いくつかの開示する実施形態では、
ダウンリンク物理チャネルは、共通パイロットチャネル（ＣＰＩＣＨ：common pilot cha
nnel）、同期チャネル（ＳＣＨ：synchronization channel）、共通制御チャネル（ＣＣ
ＣＨ）、共有ダウンリンク制御チャネル（ＳＤＣＣＨ：shared downlink control channe
l）、マルチキャスト制御チャネル（ＭＣＣＨ）、共有アップリンク割当てチャネル（Ｓ
ＵＡＣＨ：shared uplink assignment channel）、肯定応答チャネル（ＡＣＫＣＨ：ackn
owledgement channel）、ダウンリンク物理共有データチャネル（ＤＬ－ＰＳＤＣＨ：dow
nlink physical shared data channel）、アップリンク電力制御チャネル（ＵＰＣＣＨ：
uplink power control channel）、ページングインジケータチャネル（ＰＩＣＨ：paging
 indicator channel）、負荷インジケータチャネル（ＬＩＣＨ：load indicator channel
）、物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ：physical broadcast channel）、物理制
御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ：physical control format indica
tor channel）、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、物理ハイブリッドＡＲ
Ｑインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ：physical hybrid ARQ indicator channel）、物
理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）および物理マルチキャストチャネル（ＰＭＣ
Ｈ：physical multicast channel）のうちの少なくとも１つを含み得る。アップリンク物
理チャネルは、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ：physical random access c
hannel）、チャネル品質インジケータチャネル（ＣＱＩＣＨ：channel quality indicato
r channel）、肯定応答チャネル（ＡＣＫＣＨ）、アンテナサブセットインジケータチャ
ネル（ＡＳＩＣＨ：antenna subset indicator channel）、共有要求チャネル（ＳＲＥＱ
ＣＨ：shared request channel）、アップリンク物理共有データチャネル（ＵＬ－ＰＳＤ
ＣＨ：uplink physical shared data channel）、ブロードバンドパイロットチャネル（
ＢＰＩＣＨ：broadband pilot channel）、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ
：physical uplink control channel）および物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣ
Ｈ：physical uplink shared channel）のうちの少なくとも１つを含み得る。
【００４９】
　[0067]制御プレーンでは、ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロトコルアーキテクチャは
、制御プレーンのためのヘッダ圧縮機能がないことを除いて、物理レイヤ３０６およびＬ
２レイヤ３０８について実質的に同じである。制御プレーンはまた、レイヤ３（Ｌ３レイ
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ヤ）中にＲＲＣサブレイヤ３１６を含む。ＲＲＣサブレイヤ３１６は、無線リソース（す
なわち、無線ベアラ）を取得することと、ｅＮＢとＵＥとの間のＲＲＣシグナリングを使
用して下位レイヤを構成することとを担当する。
【００５０】
　[0068]図４Ａおよび図４Ｂに、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システム中
で使用され得るチャネル化階層を示す。ダウンリンクチャネル化階層４００－ａは、たと
えば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークの論理チャネル４１０と、ダウンリンクトランス
ポートチャネル４２０－ａと、ダウンリンク物理チャネル４３０－ａとの間のチャネルマ
ッピングを示し得る。論理チャネル４１０は、制御チャネルとトラフィックチャネルとに
分類され得る。論理制御チャネルは、ページング情報を転送するダウンリンクチャネルで
あるＰＣＣＨ４１１と、システム制御情報をブロードキャストするためのダウンリンクチ
ャネルであるＢＣＣＨ４１２と、１つまたは複数のＭＴＣＨ４１７のためのＭＢＭＳスケ
ジューリングおよび制御情報を送信するために使用されるポイントツーマルチポイントダ
ウンリンクチャネルであるＭＣＣＨ４１６とを含み得る。
【００５１】
　[0069]たとえば、ＲＲＣ接続を確立した後に、ＭＣＣＨは、ＭＢＭＳを受信するＵＥに
よって使用される。ＤＣＣＨ４１４は、ＲＲＣ接続を有するＵＥによって使用されるユー
ザ固有の制御情報などの専用制御情報を送信するポイントツーポイント双方向チャネルで
ある別の論理制御チャネルである。また、ＣＣＣＨ４１３は、ランダムアクセス情報のた
めに使用され得る論理制御チャネルである。論理トラフィックチャネルは、ユーザ情報の
転送のための、１つのＵＥに専用のポイントツーポイント双方向チャネルであるＤＴＣＨ
４１５と、トラフィックデータのポイントツーマルチポイントダウンリンク送信のために
使用され得るＭＴＣＨ４１７とを備え得る。
【００５２】
　[0070]様々な例のうちのいくつかに適応する通信ネットワークは、さらに、ＤＬとＵＬ
とに分類される論理トランスポートチャネルを含み得る。ＤＬトランスポートチャネル４
２０－ａは、ブロードキャストチャネル（ＢＣＨ）４２２と、ＤＬ－ＳＣＨ４２３と、Ｍ
ＣＨ４２４と、ＰＣＨ４２１とを含み得る。
【００５３】
　[0071]物理チャネルはまた、ＤＬチャネルとＵＬチャネルとのセットを含み得る。いく
つかの開示する例では、ＤＬ物理チャネル４３０－ａは、ＰＢＣＨ４３２と、ＰＣＦＩＣ
Ｈ４３１と、ＰＤＣＣＨ４３５と、ＰＨＩＣＨ４３３と、ＰＤＳＣＨ４３４と、ＰＭＣＨ
４３６とを含み得る。
【００５４】
　[0072]ＵＬチャネル化階層４００－ｂは、たとえば、ＬＴＥ／Ａネットワークのための
論理チャネル４１０と、ＵＬトランスポートチャネル４２０－ｂと、ＵＬ物理チャネル４
３０－ｂとの間のチャネルマッピングを示し得る。ＵＬトランスポートチャネル４２０－
ｂは、ＲＡＣＨ４２５と、ＵＬ共有データチャネル（ＵＬ－ＳＣＨ）４２６とを含み得る
。ＵＬ物理チャネル４３０－ｂは、ＰＲＡＣＨ４３７と、ＰＵＣＣＨ４３８と、ＰＵＳＣ
Ｈ４３９とのうちの少なくとも１つを含み得る。
【００５５】
　[0073]ダウンリンク物理チャネルは、上記で説明したように、ＰＤＣＣＨと、ＰＨＩＣ
Ｈと、ＰＤＳＣＨとのうちの少なくとも１つを含み得る。アップリンク物理チャネルは、
ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨとのうちの少なくとも１つを含み得る。ＰＤＣＣＨは、ダウンリ
ンク制御情報（ＤＣＩ：downlink control information）を搬送し得、それは、ＰＤＳＣ
Ｈ上でのＵＥのためのデータ送信を示し、ならびにＰＵＳＣＨについてＵＥにＵＬリソー
ス許可を与え得る。ＵＥは、制御セクション中の割り当てられたリソースブロック上のＰ
ＵＣＣＨ中で制御情報を送信し得る。ＵＥは、データセクション中の割り当てられたリソ
ースブロック上のＰＵＳＣＨ中で、データ、またはデータと制御情報の両方を送信し得る
。
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【００５６】
　[0074]ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａは、ダウンリンク上ではＯＦＤＭＡを利用し、アップリンク
上ではＳＣ－ＦＤＭＡを利用する。ＯＦＤＭＡおよび／またはＳＣ－ＦＤＭＡキャリアは
、複数（Ｋ個）の直交サブキャリアに区分され得、それは、一般にトーン、ビンなどとも
呼ばれる。各サブキャリアはデータで変調され得る。隣接するサブキャリア間の間隔は固
定であり得、サブキャリアの総数（Ｋ）はシステム帯域幅に依存し得る。たとえば、Ｋは
、１．４、３、５、１０、１５、または２０メガヘルツ（ＭＨｚ）の（ガード帯域をもつ
）対応するシステム帯域幅に対して、それぞれ、１５キロヘルツ（ＫＨｚ）のサブキャリ
ア間隔をもつ７２、１８０、３００、６００、９００、または１２００に等しくなり得る
。システム帯域幅はまた、サブバンドに区分され得る。たとえば、サブバンドは１．０８
ＭＨｚをカバーし得、１つ、２つ、４つ、８つまたは１６個のサブバンドがあり得る。
【００５７】
　[0075]キャリアは、周波数分割複信（ＦＤＤ）動作を使用して（たとえば、対スペクト
ルリソースを使用して）、または時分割複信（ＴＤＤ）動作を使用して（たとえば、不対
スペクトルリソースを使用して）双方向通信を送信し得る。ＦＤＤのためのフレーム構造
（たとえば、フレーム構造タイプ１）とＴＤＤのためのフレーム構造（たとえば、フレー
ム構造タイプ２）とが定義され得る。時間間隔は、基本時間単位Ｔs＝１／３０７２００
００の倍数単位で表され得る。各フレーム構造は、無線フレーム長さＴf＝３０７２００
・Ｔs＝１０ｍｓを有し得、それぞれ長さ１５３６００・Ｔs＝５ｍｓの２つのハーフフレ
ームまたはスロットを含み得る。各ハーフフレームは、長さ３０７２００・Ｔs＝１ｍｓ
の５つのサブフレームを含み得る。
【００５８】
　[0076]ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークは、構成可能な数の独立ＨＡＲＱプロセスを用
いたマルチプロセスＴｙｐｅ　ＩＩ　ＨＡＲＱをサポートする。各ＨＡＲＱプロセスは、
新しいデータまたはトランスポートブロックを送信する前に肯定応答（ＡＣＫ）または否
定応答（ＮＡＣＫ）を受信するのを待つ。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａは、ダウンリンク上で非同
期ＨＡＲＱ送信を使用し、アップリンク上で同期ＨＡＲＱ送信を使用する。非同期ＨＡＲ
Ｑと同期ＨＡＲＱの両方において、ＡＣＫ／ＮＡＫ情報は、ＤＬまたはＵＬ送信から一定
数のサブフレーム後に与えられ得る。概して、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ　ＦＤＤキャリアの場
合、ＨＡＲＱプロセスのためのＡＣＫ／ＮＡＫ情報は、データ送信から４つのサブフレー
ム後に送信される。非同期ＨＡＲＱでは、後続の送信のためのスケジュールがあらかじめ
決定されず、ｅＮＢは、各サブフレーム中でどのＨＡＲＱプロセスが送信されるかに関す
る命令をＵＥに与える。ＦＤＤにおける同期ＨＡＲＱの場合、ＵＥは、ＮＡＫを受信して
から所定の数のサブフレーム後に、特定のＨＡＲＱプロセスの第２の送信を実行する。概
して、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ　ＦＤＤキャリアの場合、同じＨＡＲＱプロセスの後続のＵＬ
送信は、ＮＡＫを受信してから４つのサブフレーム後に行われる。ＴＤＤにおける同期Ｈ
ＡＲＱの場合、サブフレームｉ－ｋ中のＵＬ送信に関連するＡＣＫ／ＮＡＫ情報がサブフ
レームｉ中で受信され得、ただし、ｋは、ＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ構成に従って定義され得る
。サブフレームｎ－ｋ中で受信されたＮＡＫのための特定のＨＡＲＱプロセスの後続の送
信がサブフレームｎ中で実行され得、ただし、ｋは、ＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ構成に従って定
義され得る。
【００５９】
　[0077]図５に、本開示の様々な態様による、ｅＮＢとＵＥとの間の通信のために使用さ
れるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａフレーム構造５００（たとえば、無線フレーム）の一例を示す。
フレーム構造は２つのハーフフレームに分割され得る。いくつかの場合には、ハーフフレ
ームは、それぞれ２つのスロットの５つのサブフレーム５１０にグループ化された１０個
のスロットを含み得る。他の場合には、ハーフフレームは、１）それぞれ２つのスロット
の４つのサブフレーム５１０にグループ化された８つのスロットと、２）特殊（Ｓ：Spec
ial）サブフレーム５１５を形成するためにグループ化された３つの特殊フィールドとを
含み得る。３つの特殊フィールドは、ダウンリンクパイロットタイムスロット（ＤｗＰＴ
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Ｓ）と、ガード期間（ＧＰ）と、アップリンクパイロットタイムスロット（ＵｐＰＴＳ）
とを含み得る。Ｓサブフレームは、ＤＬトラフィックからＵＬトラフィックに切り替える
ために使用され得る。しかしながら、いくつかの場合には、Ｓサブフレーム５１５は、何
らかのＤＬトラフィックおよび／またはＵＬトラフィックを搬送し得る。ＵＬトラフィッ
クからＤＬトラフィックへの切替えは、Ｓサブフレーム、またはＵＬサブフレーム５１０
とＤＬサブフレーム５１０との間のガード期間を使用せずに、ＵＥにおいてタイミングア
ドバンスを設定することによって達成され得る。各サブフレーム５１０は１ミリ秒（ｍｓ
）の持続時間を有し得、したがって、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａフレーム構造５００は１０ｍｓ
の持続時間を有し得る。
【００６０】
　[0078]ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａフレーム構造５００はＦＤＤフレーム構造またはＴＤＤフレ
ーム構造として構成され得る。ＴＤＤフレーム構造は、いくつかのＤＬ／ＵＬサブフレー
ム構成のうちの１つを仮定し得る。現在、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークは７つのＤＬ
／ＵＬサブフレーム構成をサポートしている。
【００６１】
　[0079]図６に、本開示の様々な態様による、図５を参照しながら説明したＬＴＥ／ＬＴ
Ｅ－Ａ　ＴＤＤフレーム構造５００の７つの現在サポートされているＤＬ／ＵＬサブフレ
ーム構成３０５を示す。ＤＬ／ＵＬサブフレーム構成６０５の各々は、２つのＤＬＵＬ間
切替えポイント周期性６１０、すなわち、５ｍｓ切替えポイント周期性または１０ｍｓ切
替えポイント周期性のうちの１つを有する。より詳細には、０、１、２、および６の番号
を付けられたＤＬ／ＵＬサブフレーム構成は、５ｍｓ切替えポイント周期性（すなわち、
ハーフフレーム切替えポイント周期性）を有し、３、４、および５の番号を付けられたＤ
Ｌ／ＵＬサブフレーム構成は、１０ｍｓ切替えポイント周期性を有する。５ｍｓ切替えポ
イント周期性を有するＤＬ／ＵＬサブフレーム構成は、無線フレームごとにいくつかのＤ
Ｌサブフレームと、いくつかのＵＬサブフレームと、２つのＳサブフレームとを与える。
１０ｍｓ切替えポイント周期性を有するＤＬ／ＵＬサブフレーム構成は、無線フレームご
とにいくつかのＤＬサブフレームと、いくつかのＵＬサブフレームと、１つのＳサブフレ
ームとを与える。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａフレーム構造内でのＤＬサブフレームとＵＬサブフ
レームとの割当ては、対称または非対称であり得る。
【００６２】
　[0080]いくつかのＴＤＤ　ＤＬ／ＵＬサブフレーム構成が、ＤＬサブフレームよりも少
数のＵＬサブフレームを有するので、ＵＬサブフレーム中のＰＵＣＣＨ送信内で関連付け
セットのためのＡＣＫ／ＮＡＫ情報を送信するために、いくつかの技法が使用され得る。
たとえば、送られるべきＡＣＫ／ＮＡＫ情報の量を低減するために、ＡＣＫ／ＮＡＫ情報
を組み合わせるためのバンドリングが使用され得る。関連付けセットの各サブフレームの
ためのＡＣＫ／ＮＡＫ情報がＡＣＫである場合、ＡＣＫ／ＮＡＫバンドリングは、ＡＣＫ
／ＮＡＫ情報を、ＡＣＫ値に設定されたシングルビットに組み合わせ得る。たとえば、Ａ
ＣＫ／ＮＡＫ情報は、特定のサブフレームについて、ＡＣＫを表すバイナリ「１」であり
得、ＮＡＫを表すバイナリ「０」であり得る。ＡＣＫ／ＮＡＫ情報は、関連付けセットの
ＡＣＫ／ＮＡＫビットに対する論理ＡＮＤ演算を使用してバンドルされ得る。バンドリン
グは、ＰＵＣＣＨ上で送られるべき情報の量を低減し、したがって、ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／
ＮＡＫフィードバックの効率を高める。１つのアップリンクサブフレーム中でＡＣＫ／Ｎ
ＡＫ情報の複数のビットを送信するために、多重化が使用され得る。たとえば、ＡＣＫ／
ＮＡＫの最高４ビットが、チャネル選択を用いるＰＵＣＣＨフォーマット１ｂを使用して
送信され得る。
【００６３】
　[0081]いくつかの例では、ワイヤレス通信システム１００は、複数のキャリア上での動
作をサポートし得、それは、キャリアアグリゲーション（ＣＡ）またはマルチキャリア動
作と呼ばれ得る。キャリアは、コンポーネントキャリア（ＣＣ）、レイヤ、チャネルなど
と呼ばれ得る。「キャリア」、「レイヤ」、「ＣＣ」、および「チャネル」という用語は
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、本明細書では互換的に使用されることがある。ダウンリンクのために使用されるキャリ
アはダウンリンクＣＣと呼ばれ得、アップリンクのために使用されるキャリアはアップリ
ンクＣＣと呼ばれ得る。ＵＥ１１５は、ＣＡのために、複数のダウンリンクＣＣと１つま
たは複数のアップリンクＣＣとで構成され得る。マルチレイヤｅＮＢまたは基地局１０５
は、ダウンリンクおよび／またはアップリンク上の複数のＣＣを介したＵＥとの通信をサ
ポートするように構成され得る。したがって、ＵＥ１１５は、１つのマルチレイヤｅＮＢ
または基地局１０５から、あるいは複数のｅＮＢまたは基地局１０５（たとえば、シング
ルまたはマルチレイヤｅＮＢまたは基地局）から１つまたは複数のダウンリンクＣＣ上で
データと制御情報とを受信し得る。ＵＥ１１５は、１つまたは複数のアップリンクＣＣ上
でデータと制御情報とを１つまたは複数のｅＮＢまたは基地局１０５に送信し得る。ＣＡ
は、ＦＤＤコンポーネントキャリアとＴＤＤコンポーネントキャリアの両方とともに使用
され得る。ＤＬ　ＣＡの場合、複数のＤＬ送信が１つのサブフレーム中で行われるとき、
ＡＣＫ／ＮＡＫの複数のビットがフィードバックされ得る。ＡＣＫ／ＮＡＫの最高２２ビ
ットが、ＤＬ　ＣＡのためにＰＵＣＣＨフォーマット３を使用して送信され得る。
【００６４】
　[0082]図７に、本開示の様々な態様による、ＣＡを採用するワイヤレス通信システム７
００を示す。ワイヤレス通信システム７００は、図１を参照しながら説明したワイヤレス
通信システム１００の態様を示し得る。ワイヤレス通信システム７００は、ＵＥ１１５－
ｂと通信するために１つまたは複数のコンポーネントキャリア７２５を使用する１つまた
は複数のｅＮＢまたは基地局１０５を含むことができる。ｅＮＢまたは基地局１０５は、
コンポーネントキャリア７２５上の順方向（ダウンリンク）チャネルを介してＵＥ１１５
－ｂに情報を送信し得る。さらに、ＵＥ１１５－ｂは、コンポーネントキャリア７２５上
の逆方向（アップリンク）チャネルを介してｅＮＢまたは基地局１０５に情報を送信し得
る。図７ならびに開示する実施形態のいくつかに関連する他の図の様々なエンティティに
ついて説明する際、説明の目的で、３ＧＰＰ　ＬＴＥまたはＬＴＥ－Ａネットワークに関
連する名称が使用される。ただし、ワイヤレス通信システム７００は、限定はしないが、
ＯＦＤＭＡワイヤレスネットワーク、ＣＤＭＡネットワーク、３ＧＰＰ２　ＣＤＭＡ２０
００ネットワークなどの他のネットワークにおいて動作し得ることを諒解されたい。ＣＣ
７２５のうちの１つまたは複数は、同じ周波数動作帯域中にあるか（帯域内）、または異
なる周波数動作帯域中にあり得（帯域間）、帯域内ＣＣは動作帯域内で連続であるか、ま
たは不連続であり得る。
【００６５】
　[0083]ワイヤレス通信システム７００では、ＵＥ１１５－ｂは、１つまたは複数のｅＮ
Ｂまたは基地局１０５に関連する複数のＣＣで構成され得る。少なくとも１つのＣＣが、
ＵＥ１１５－ｂのための１次ＣＣ（ＰＣＣ：primary CC）７２５－ａに指定され得、少な
くとも１つのＣＣが、２次ＣＣ（ＳＣＣ：secondary CC）７２５－ｂ、７２５－ｃに指定
され得る。ＰＣＣは、ＵＥごとに上位レイヤ（たとえば、ＲＲＣなど）によって半静的に
構成され得る。あるアップリンク制御情報（ＵＣＩ：uplink control information）（た
とえば、ＡＣＫ／ＮＡＫ、チャネル品質情報（ＣＱＩ）、スケジューリング要求（ＳＲ）
など）は、ＰＵＣＣＨ上で送信されるとき、ＰＣＣ７２５－ａによって搬送される。ＵＥ
１１５－ｂは、非対称ＤＬ対ＵＬ　ＣＣ割当てで構成され得る。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａでは
、最高５：１のＤＬ対ＵＬマッピングがサポートされる。したがって、１つのＵＬ　ＣＣ
（たとえば、ＰＣＣ　ＵＬ）は、最高５つのＤＬ　ＣＣに対して、ＰＵＣＣＨ上でＵＣＩ
（たとえば、ＡＣＫ／ＮＡＫ）を搬送し得る。
【００６６】
　[0084]図７に示されている例では、ＵＥ１１５－ｂは、ｅＮＢまたは基地局１０５－ｃ
に関連するＰＣＣ７２５－ａおよびＳＣＣ７２５－ｂと、ｅＮＢまたは基地局１０５－ｄ
に関連するＳＣＣ７２５－ｃとで構成される。ワイヤレス通信システム７００は、ＦＤＤ
および／またはＴＤＤ　ＣＣ７２５の様々な組合せを使用してＣＡをサポートするように
構成され得る。たとえば、ワイヤレス通信システム７００のいくつかの構成は、ＦＤＤ　
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ＣＣ（たとえば、ＦＤＤ　ＰＣＣ、および１つまたは複数のＦＤＤ　ＳＣＣ）のためのＣ
Ａをサポートし得る。他の構成は、ＴＤＤ　ＣＣ（たとえば、ＴＤＤ　ＰＣＣ、および１
つまたは複数のＴＤＤ　ＳＣＣ）を使用してＣＡをサポートし得る。いくつかの例では、
ＣＡのためのＴＤＤ　ＳＣＣは同じＤＬ／ＵＬサブフレーム構成を有するが、他の例は、
異なるＤＬ／ＵＬサブフレーム構成のＣＣを用いてＴＤＤ　ＣＡをサポートする。
【００６７】
　[0085]いくつかのワイヤレス通信システムでは、ＴＤＤ　ＤＬ／ＵＬサブフレーム構成
は、キャリアの実際のトラフィックニーズに基づいて動的に適応され得る。そのような適
応は、トラフィック適応のための発展型干渉管理（ｅＩＭＴＡ）として知られている。た
とえば、短い持続時間中に、ダウンリンク上の大きいデータバーストが必要とされる場合
、ＴＤＤ　ＤＬ／ＵＬサブフレーム構成は、たとえば、（６つのダウンリンクサブフレー
ムを含む）構成１から（９つのダウンリンクサブフレームを含む）構成５に変更され得る
（たとえば、図６参照）。ＴＤＤ　ＤＬ／ＵＬサブフレーム構成の動的適応は、６４０ｍ
ｓよりも遅く行われないと予想され、１０ｍｓ程度の速さで行われ得る。しかしながら、
この適応は、２つまたはそれ以上のキャリアが異なるＤＬ／ＵＬサブフレーム構成を使用
しているとき、ダウンリンクキャリアとアップリンクキャリアの両方において干渉を生じ
ることがある。適応はまた、ＤＬおよびＵＬ　ＨＡＲＱタイミング管理の複雑さをもたら
し得る。たとえば、ＤＬ／ＵＬサブフレーム構成の各々は、それ自体のＤＬ／ＵＬ　ＨＡ
ＲＱタイミングを有し、これは、ＰＤＳＣＨから対応するＡＣＫ／ＮＡＫへのタイミング
が、異なるＴＤＤ　ＤＬ／ＵＬサブフレーム構成について異なることがあることを意味す
る。ＤＬ／ＵＬ　ＨＡＲＱタイミングは、（ＨＡＲＱ動作効率に関して）ＤＬ／ＵＬサブ
フレーム構成ごとに最適化され得る。したがって、異なるＤＬ／ＵＬサブフレーム構成の
間の動的切替えは、現在のＤＬ／ＵＬ　ＨＡＲＱタイミングが保持される場合、干渉が生
じることがあり、いくつかのＡＣＫ／ＮＡＫ送信機会が失われ得る可能性があることを暗
示する。
【００６８】
　[0086]干渉についてのこの可能性を認識して、この問題に対処するためのステップが取
られ得る。たとえば、ＴＤＤ　ＤＬ／ＵＬサブフレーム構成の動的指標中に、更新された
ＴＤＤ　ＤＬ／ＵＬサブフレーム構成の指標は、たとえば、少なくとも１次サービングセ
ルのＰＤＣＣＨ中で送信されるＤＣＩを使用して行われ得る。再構成ＤＣＩは、更新され
たＤＬ／ＵＬサブフレーム構成を明示的に示すために、少なくとも３ビットを含む。更新
されたＤＬ／ＵＬサブフレーム構成が示されると、ＴＤＤ　ｅＩＭＴＡで構成されたＵＥ
は、ＳＩＢ１中でシグナリングされるＤＬ／ＵＬサブフレーム構成に対応するＨＡＲＱタ
イミングを使用することによって、ＨＡＲＱアップリンク動作を実装し得る。ＨＡＲＱダ
ウンリンク動作は、たとえば、ＴＤＤ　ＤＬ／ＵＬサブフレーム構成２、４、および５（
たとえば、図６参照）のうちの１つから選択された基準構成から選択され得る。
【００６９】
　[0087]ｅＩＭＴＡでは、いくつかのサブフレームは、送信方向の動的適応の対象となら
ないことがあるが、他のサブフレームは、送信方向の動的適応の対象となり得る。たとえ
ば、ＳＩＢ１中でシグナリングされるＴＤＤ　ＤＬ／ＵＬサブフレーム構成でのＤＬサブ
フレームは、動的適応の対象とならないことがあるが、ＨＡＲＱダウンリンク動作のため
に使用される基準構成でのＵＬサブフレームは、動的適応の対象とならないことがある。
【００７０】
　[0088]いくつかのワイヤレス通信システムは、ＵＥからｅＮＢまたは基地局への周期お
よび／または非周期ＣＳＩの送信をサポートし得る。ＣＡ動作および／またはＣｏＭＰ動
作に関与するＵＥの場合、ＵＥは、２つまたはそれ以上のＣＳＩプロセス（たとえば、チ
ャネル測定値を収集し、ｅＮＢまたは基地局への返信のために１つまたは複数のＣＳＩ報
告を生成するための２つまたはそれ以上のプロセス）を管理する必要があり得る。ＣＡ動
作に関与するＵＥの場合、複数のＣＳＩプロセスが、ＣＡ動作に関与する各ＣＣについて
別々に管理され得る。いくつかの場合には、５つのＣＣに関連する最高５つのＣＳＩプロ
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セスがあり得る。ＣｏＭＰ動作に関与するＵＥの場合、２つまたはそれ以上のＣＳＩプロ
セスが、共通ＣＣ上の２つまたはそれ以上の送信ポイントに関連し得る。いくつかの場合
には、共通ＣＣ上の４つの送信ポイントに関連する最高４つのＣＳＩプロセスがあり得る
。
【００７１】
　[0089]いくつかのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａリリースでは、ＤＬ送信モードの下での各ＣＳＩ
プロセスは、非０電力（ＮＺＰ）ＣＳＩ基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）およびＣＳＩ干渉測定
（干渉測定リソース（ＩＭＲ）としても知られるＣＳＩ－ＩＭ）に関連し得る。各ＣＳＩ
プロセスは、ＵＥがサポートすることができるコードブックおよび／またはランクのセッ
トを制限するために報告制限パラメータ（たとえば、ｃｏｄｅｂｏｏｋＳｕｂｓｅｔＲｅ
ｓｔｒｉｃｔｉｏｎパラメータ）を使用して別々に構成され得る。各ＣＳＩプロセスはま
た、Ｐcパラメータで別々に構成され得る。Ｐcパラメータは、いくつかの例では、基準信
号ＥＰＲＥとパイロット信号ＥＰＲＥとの比（たとえば、ＰＤＳＣＨ　ＥＰＲＥとＣＳＩ
－ＲＳ　ＥＰＲＥとの比）であり得るリソース要素単位エネルギー（ＥＰＲＥ）比である
。パラメータＰcは、ＵＥが、ＤＬ送信電力をよりフレキシブルに管理するためにＣＳＩ
フィードバックを導出することを可能にし得る。Ｐcパラメータは、たとえば、１ｄＢス
テップサイズをもつ［－８，１５］ｄＢの範囲内にあり得る。
【００７２】
　[0090]拡張セル間干渉消去（ｅＩＣＩＣ）動作の場合、ＵＥは、重複しない２つのサブ
フレーム測定セット（たとえば、２つのサブフレーム測定セットが共通サブフレームを共
有しないように、相互に直交である２つのサブフレーム測定セット）で構成され得る。ｃ
ｏｄｅｂｏｏｋＳｕｂｓｅｔＲｅｓｔｒｉｃｔｉｏｎパラメータは、２つのサブフレーム
測定セットの各々について別々に示され得る。
【００７３】
　[0091]いくつかのシステムでは、ＴＤＤ　ｅＩＭＴＡ動作の下でのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ
　ＣＳＩプロセス管理のための最小ＵＥ能力は、１つのＣＳＩプロセスであり得る。その
上、ＴＤＤ　ｅＩＭＴＡ動作の下での１つのＣＳＩプロセスを管理するＵＥは、１つのＣ
ＳＩプロセスのための最高２つのＣＳＩ－ＩＭ（すなわち、最高２つのＩＭＲ）をサポー
トすることが可能であり得る。単一のサービングセルのための送信モード１０での非周期
ＣＳＩ報告の場合、ＵＥが１つのＣＳＩプロセスを管理するように構成されたとき、ＣＳ
Ｉは、任意のサブフレーム中で１つのサブフレーム測定セットについて報告され得る。本
明細書で説明する実施形態は、ＣＳＩプロセスのために２つのＩＭＲを構成および／また
は管理するためのフレームワークを提供する。
【００７４】
　[0092]図８に、本開示の様々な態様による、ＣＡを採用するワイヤレス通信システム８
００を示す。ワイヤレス通信システム８００は、図１および／または図７を参照しながら
説明した、ワイヤレス通信システム１００および／または７００の態様を示し得る。ワイ
ヤレス通信システム８００は、ＵＥ１１５－ｃと通信するために１つまたは複数のＣＣ８
２５を使用する１つまたは複数のｅＮＢまたは基地局１０５を含み得る。ｅＮＢまたは基
地局１０５は、ＣＣ８２５上の順方向（ダウンリンク）チャネルを介してＵＥ１１５－ｃ
に情報を送信し得る。さらに、ＵＥ１１５－ｃは、ＣＣ８２５上の逆方向（アップリンク
）チャネルを介してｅＮＢまたは基地局１０５に情報を送信し得る。
【００７５】
　[0093]ワイヤレス通信システム８００では、ＵＥ１１５－ｃは、ｅＮＢまたは基地局１
０５－ｅに関連する複数のＣＣで構成される。１つのＣＣは、ＵＥ１１５－ｃのためのＰ
ＣＣ８２５－ａに指定される。追加の１つまたは複数のＣＣは、ＵＥ１１５－ｃのための
ＳＣＣ８２５－ｂに指定される。ワイヤレス通信システム８００は、ＦＤＤおよび／また
はＴＤＤ　ＣＣ８２５の様々な組合せを使用してＣＡをサポートするように構成され得る
。たとえば、ワイヤレス通信システム８００のいくつかの構成は、ＦＤＤ　ＣＣ（たとえ
ば、ＦＤＤ　ＰＣＣ、および１つまたは複数のＦＤＤ　ＳＣＣ）のためのＣＡをサポート



(21) JP 6502381 B2 2019.4.17

10

20

30

40

50

し得る。他の構成は、ＴＤＤ　ＣＣ（たとえば、ＴＤＤ　ＰＣＣ、および１つまたは複数
のＴＤＤ　ＳＣＣ）を使用してＣＡをサポートし得る。いくつかの例では、ＣＡのための
ＴＤＤ　ＳＣＣは同じＤＬ／ＵＬサブフレーム構成を有するが、他の例は、異なるＤＬ／
ＵＬサブフレーム構成のＣＣを用いてＴＤＤ　ＣＡをサポートする。
【００７６】
　[0094]ＵＥ１１５－ｃのためのＰＣＣ８２５－ａは、ＣＳＩプロセスを搬送することが
示されている。例として、ＣＳＩプロセスは、２つのＩＭＲ（たとえば、ＩＭＲ＿０およ
びＩＭＲ＿１）の割当てに関連し得る。第１のＩＭＲ（たとえば、ＩＭＲ＿０）は、ＣＳ
Ｉ報告モード（たとえば、ＣＳＩ＿Ｒｅｐｏｒｔｉｎｇ＿Ｍｏｄｅ＿０）と、チャネル品
質指標（ＣＱＩ）テーブル（たとえば、ＣＱＩ＿Ｔａｂｌｅ＿０）と、ＥＰＲＥ比（たと
えば、Ｐc0）と、報告制限パラメータ（たとえば、ｃｏｄｅｂｏｏｋＳｕｂｓｅｔＲｅｓ
ｔｒｉｃｔｉｏｎ＿０）とを含む複数の管理構成に関連し得る。同様に、第２のＩＭＲ（
たとえば、ＩＭＲ＿１）は、ＣＳＩ報告モード（たとえば、ＣＳＩ＿Ｒｅｐｏｒｔｉｎｇ
＿Ｍｏｄｅ＿１）と、ＣＱＩテーブル（たとえば、ＣＱＩ＿Ｔａｂｌｅ＿１）と、ＥＰＲ
Ｅ比（たとえば、Ｐc1）と、報告制限パラメータ（たとえば、ｃｏｄｅｂｏｏｋＳｕｂｓ
ｅｔＲｅｓｔｒｉｃｔｉｏｎ＿１）とを含む複数の管理構成に関連し得る。ＣＱＩテーブ
ルは、レガシーＣＱＩテーブル（たとえば、より古い通信技術またはより古いバージョン
の通信技術によってサポートされるＣＱＩテーブル）と、レガシーＣＱＩテーブルよりも
高いスペクトル効率をサポートし得る新しいＣＱＩテーブル（たとえば、より新しい通信
技術またはより新しいバージョンの通信技術によってサポートされるＣＱＩテーブル）と
のうちの少なくとも１つを含み得る。一例では、新しいＣＱＩテーブルは２５６ＱＡＭ（
直交振幅変調）をサポートし得るが、レガシーＣＱＩテーブルは２５６ＱＡＭをサポート
しないことがある。いくつかの場合には、第１のＩＭＲと第２のＩＭＲとについての複数
の管理構成は、別々に（たとえば、別個に）示され得る（たとえば、別々に（または別個
に）構成され、別々に（または別個に）管理され得る）。一例として、第１のＩＭＲにつ
いての管理構成のすべて（たとえば、ＣＳＩ＿Ｒｅｐｏｒｔｉｎｇ＿Ｍｏｄｅ＿０、ＣＱ
Ｉ＿Ｔａｂｌｅ＿０、Ｐc0、およびｃｏｄｅｂｏｏｋＳｕｂｓｅｔＲｅｓｔｒｉｃｔｉｏ
ｎ＿０）は、第２のＩＭＲの管理構成とは別々に管理され得る。他の場合には、複数の管
理構成のうちの少なくとも１つは、第１のＩＭＲと第２のＩＭＲとについて別々に示され
得、複数の管理構成のうちの少なくとも１つは、第１のＩＭＲと第２のＩＭＲとについて
一緒に示され得る。他の場合には、複数の管理構成のすべては、第１のＩＭＲと第２のＩ
ＭＲとについて一緒に示され得る。
【００７７】
　[0095]例として、ＣＳＩ＿Ｒｅｐｏｒｔｉｎｇ＿Ｍｏｄｅ＿０およびＣＱＩ＿Ｔａｂｌ
ｅ＿０は、第１のＩＭＲについて、第２のＩＭＲのそれらとは別々に示され得るが、Ｐc0

、およびｃｏｄｅｂｏｏｋＳｕｂｓｅｔＲｅｓｔｒｉｃｔｉｏｎ＿０は、第１のＩＭＲと
第２のＩＭＲとについて一緒に示され得る。別の例では、ＣＳＩ＿Ｒｅｐｏｒｔｉｎｇ＿
Ｍｏｄｅ＿０は、第１のＩＭＲについて、第２のＩＭＲのそれとは別々に示され得るが、
第１のＩＭＲについてのＣＱＩ＿Ｔａｂｌｅ＿０、Ｐc0、およびｃｏｄｅｂｏｏｋＳｕｂ
ｓｅｔＲｅｓｔｒｉｃｔｉｏｎ＿０は、第１のＩＭＲと第２のＩＭＲとについて一緒に示
され得る。また別の例では、ＣＱＩ＿Ｔａｂｌｅ＿０は第１のＩＭＲについて別々に示さ
れ得るが、ＣＳＩ＿Ｒｅｐｏｒｔｉｎｇ＿Ｍｏｄｅ＿０、Ｐc0、およびｃｏｄｅｂｏｏｋ
ＳｕｂｓｅｔＲｅｓｔｒｉｃｔｉｏｎ＿０は、第１のＩＭＲと第２のＩＭＲとについて一
緒に示され得る。また別の例では、構成のすべて、ＣＳＩ＿Ｒｅｐｏｒｔｉｎｇ＿Ｍｏｄ
ｅ＿０、ＣＱＩ＿Ｔａｂｌｅ＿０、Ｐc0、およびｃｏｄｅｂｏｏｋＳｕｂｓｅｔＲｅｓｔ
ｒｉｃｔｉｏｎ＿０は、第１のＩＭＲと第２のＩＭＲとについて一緒に示され得る。ＩＭ
Ｒの管理構成を示すためのこれらの様々な方法について、図９、図１０、図１１、図１４
、図１５、図１６、図１７、図１８、および図１９を参照しながらより詳細に説明する。
図８は、ＣＡシナリオにおいてＵＥ１１５－ｃが採用される例を示しているが、ＩＭＲの
管理構成を示すための方法は、ＣＡの不在下、デュアル接続性シナリオ、ＵＥが単一のＣ
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Ｃで構成されたシナリオなどで、代替的に採用され得る。
【００７８】
　[0096]いくつかの例では、２つのＩＭＲはそれぞれ、ＣＳＩプロセスに関連する１つま
たは複数のサブフレームセットに関連し得る。いくつかの場合には、１つまたは複数のサ
ブフレームセットはｃｓｉ－ＳｕｂｆｒａｍｅＳｅｔと呼ばれることがある。ｃｓｉ－Ｓ
ｕｂｆｒａｍｅＳｅｔは、ＣＳＩ測定またはＣＳＩ報告がサブフレームセット依存であり
得るかどうかを示し、および／あるいはＣＳＩプロセスのための追加のＩＭＲの構成を示
し得る。追加または代替として、複数の管理構成は、ＵＥのために構成されたＤＬ送信モ
ードに関連し得る。たとえば、ＵＥが送信モード１０について構成されたとき、管理構成
は第１のＩＭＲと第２のＩＭＲとについて別々に示され得、ＵＥが送信モード１～９など
の他のＤＬ送信モードについて構成されたとき、複数の管理構成のうちのいくつか（また
は代替的にすべて）は第１のＩＭＲと第２のＩＭＲとについて一緒に示され得、他の構成
は、第１のＩＭＲと第２のＩＭＲとについて別々に示され得る（または代替的に、構成の
いずれも第１のＩＭＲと第２のＩＭＲとについて別々に示されないことがある）。
【００７９】
　[0097]例として、ＵＥが送信モード１０について構成されたとき、ＣＳＩ報告モード、
Ｐc、およびｃｏｄｅｂｏｏｋＳｕｂｓｅｔＲｅｓｔｒｉｃｔｉｏｎは、ＣＳＩプロセス
に関連する各サブフレームセットについて構成（たとえば、別々に構成）され得る（たと
えば、サブフレームセット依存）。ＵＥが送信モード１または９について構成されたとき
、ＰcおよびｃｏｄｅｂｏｏｋＳｕｂｓｅｔＲｅｓｔｒｉｃｔｉｏｎは、ＣＳＩプロセス
に関連する各サブフレームセットについて同じく構成（たとえば、一緒に構成）され得る
が、ＣＳＩ報告モードは、ＣＳＩプロセスに関連する各サブフレームセットについて別々
に（たとえば、別様に）構成され得る。
【００８０】
　[0098]ＵＥが送信モード１０について構成された場合、ＵＥは、ＣＳＩプロセスのため
のランクインジケータ（ＲＩ）参照ＣＳＩプロセスで構成され得る。そのような場合、Ｃ
ＳＩプロセスのための報告されたＲＩは、ＲＩ参照ＣＳＩプロセスと同じであり得る。Ｕ
ＥがＣＳＩプロセスのためのＲＩ参照ＣＳＩプロセスで構成され、サブフレームセットが
１つのＣＳＩプロセスのための上位レイヤによって構成されたとき、管理構成は、サブフ
レームセットについて同じであり得る。たとえば、ＵＥは、サブフレームセット間のプリ
コーダコードブックサブセット制限をもつ制限付きＲＩの異なるセットを有するサブフレ
ームセットで構成されたＣＳＩプロセスのための構成を受信することを予想されないこと
がある。同じくまたは代替的に、ＵＥは、異なるＣＳＩ報告モード、いくつかのＣＳＩ－
ＲＳアンテナポート、および／またはプリコーダコードブックサブセット制限をもつ制限
付きＲＩのセットを有するＣＳＩプロセスおよびＲＩ参照ＣＳＩプロセスのための構成を
受信することを予想されないことがある。
【００８１】
　[0099]いくつかの場合には、ＣＱＩ報告モードは、ＣＳＩプロセスに関連するサブフレ
ームセットの各々について構成され得る。たとえば、第１の非周期ＣＱＩ報告は、２つの
サブフレーム測定セットがＣＳＩプロセスと同じ周波数について構成されたとき、第１の
サブフレームセットについて構成され得る。第２のサブフレームセットのための第２の非
周期ＣＳＩ報告は、２つのサブフレーム測定セットがＣＳＩプロセスと同じ周波数につい
て構成された場合に構成され得る。
【００８２】
　[0100]いくつかの場合には、ＣＳＩプロセスに関して異なるＩＭＲに基づくＣＳＩ報告
間の何らかの相関を有することが、有用であり得る。ＣＳＩプロセスのための異なるＩＭ
Ｒにわたる共通ＣＳＩフィードバック値を適用するための継承の使用は、共通ＣＳＩフィ
ードバック値を適用するより動的な方法（たとえば、一緒に示されるｃｏｄｅｂｏｏｋＳ
ｕｂｓｅｔＲｅｓｔｒｉｃｔｉｏｎを介して共通ＣＳＩフィードバック値を半静的に適用
することよりも動的な適用方法）を提供し得る。
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【００８３】
　[0101]ＣＳＩプロセスのための異なるＩＭＲにわたる共通ランクを適用するために継承
を使用するとき、ＣＳＩプロセスの基準ＩＭＲと任意の依存ＩＭＲとのためのジョイント
ＲＩを導出することは不要であり得る。たとえば、ＲＩは基準ＩＭＲのＲＩに基づき、Ｃ
ＳＩプロセスの他のＩＭＲに基づかないことがある。ＣＳＩプロセスの基準ＩＭＲと（１
つまたは複数の）依存ＩＭＲとにわたるジョイントＣＳＩ計算を実行することは、不要で
あり得る。
【００８４】
　[0102]ｃｏｄｅｂｏｏｋＳｕｂｓｅｔＲｅｓｔｒｉｃｔｉｏｎパラメータがＣＳＩプロ
セスの個々のＩＭＲについて別々に示されるとき、ＩＭＲ継承にＩＭＲが必要とされる場
合にＩＭＲのｃｏｄｅｂｏｏｋＳｕｂｓｅｔＲｅｓｔｒｉｃｔｉｏｎパラメータが互換性
があることは有用であり得る。たとえば、ＩＭＲについて示されるｃｏｄｅｂｏｏｋＳｕ
ｂｓｅｔＲｅｓｔｒｉｃｔｉｏｎパラメータは、ＲＩの同じセットを含んでいることがあ
るが、プリコーディングベクトルの異なるセットを含んでいることも含んでいないことも
ある。１つまたは複数のＣＳＩフィードバック値が基準ＩＭＲからＩＭＲによって継承さ
れ得る方法および装置について、図７、図８、図１３、および図１６を参照しながらより
詳細に説明する。
【００８５】
　[0103]図９に、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための装
置９０５のブロック図９００を示す。いくつかの例では、装置９０５はＵＥとして構成さ
れ、図１、図２、図７、および／または図８を参照しながら説明したＵＥ１１５のうちの
１つまたは複数の態様の一例であり得る。他の例では、装置９０５は、基地局として（ま
たは基地局を含むｅＮＢとして）構成され、図１、図２、図７、および／または図８を参
照しながら説明したｅＮＢまたは基地局１０５のうちの１つまたは複数の態様の一例であ
り得る。装置９０５はまた、プロセッサであり得る。装置９０５は、受信機モジュール９
１０、ＣＳＩ管理モジュール９２０、および／または送信機モジュール９３０を含み得る
。これらの構成要素の各々は互いと通信していることがある。
【００８６】
　[0104]装置９０５の構成要素は、個々にまたはまとめて、ハードウェアで適用可能な機
能の一部または全部を実行するように適応された１つまたは複数の特定用途向け集積回路
（ＡＳＩＣ）を使用して実装され得る。代替的に、それらの機能は、１つまたは複数の他
の処理ユニット（またはコア）によって、１つまたは複数の集積回路上で実行され得る。
他の例では、他のタイプの集積回路（たとえば、ストラクチャード／プラットフォームＡ
ＳＩＣ、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、および他のセミカスタム
ＩＣ）が使用され得、これらは、当技術分野で知られている任意の様式でプログラムされ
得る。各ユニットの機能はまた、全体的にまたは部分的に、１つまたは複数の汎用または
特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、メモリ中に組み
込まれた命令を用いて実装され得る。
【００８７】
　[0105]いくつかの例では、受信機モジュール９１０は、無線周波数スペクトル上で送信
を受信するように動作可能な少なくとも１つの無線周波数（ＲＦ）受信機など、少なくと
も１つのＲＦ受信機を含み得る。いくつかの例では、無線周波数スペクトルは、たとえば
、図１、図７、および／または図８を参照しながら説明したように、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ
通信のために使用され得る。受信機モジュール９１０は、それぞれ、図１、図７、および
／または図８を参照しながら説明したワイヤレス通信システム１００、７００、および／
または８００の１つまたは複数の通信リンク１２５ならびに／あるいはコンポーネントキ
ャリア７２５および／または８２５など、ワイヤレス通信システムの１つまたは複数の通
信リンク上で様々なタイプのデータおよび／または制御信号（すなわち、送信）を受信す
るために使用され得る。受信機モジュール９１０によって受信されたデータおよび／また
は制御信号のタイプの例は、ＰＤＳＣＨおよびＰＵＳＣＨのいずれかを介したリソースの
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許可を含む。
【００８８】
　[0106]いくつかの例では、送信機モジュール９３０は、発見メッセージを送信するよう
に動作可能な少なくとも１つのＲＦ送信機など、少なくとも１つのＲＦ送信機を含み得る
。送信機モジュール９３０は、それぞれ、図１、図７、および／または図８を参照しなが
ら説明したワイヤレス通信システム１００、７００、および／または８００の１つまたは
複数の通信リンク１２５ならびに／あるいはＣＣ７２５および／または８２５など、ワイ
ヤレス通信システムの１つまたは複数の通信リンク上で様々なタイプのデータおよび／ま
たは制御信号（すなわち、送信）を送信するために使用され得る。送信機モジュール９３
０によって送信されるデータおよび／または制御信号のタイプの例としては、ＨＡＲＱフ
ィードバック、ＣＳＩ報告、および／またはＵＣＩ報告がある。
【００８９】
　[0107]装置９０５がＵＥとして構成されたとき、およびいくつかの例では、ＣＳＩ管理
モジュール９２０は、ＣＳＩプロセスのための２つまたはそれ以上のＩＭＲの割当てを（
たとえば、受信機モジュール９１０を介して）受信するために使用され得る。ＣＳＩ管理
モジュール９２０はまた、２つまたはそれ以上のＩＭＲを使用するための複数の管理構成
を（たとえば、受信機モジュール９１０を介して）受信し得る。複数の管理構成のうちの
少なくとも１つは、２つまたはそれ以上のＩＭＲについて別々に示され得る（たとえば、
別々に構成され、別々に管理され得る）。いくつかの例では、複数の管理構成は、ＣＳＩ
報告モード、ＣＱＩテーブル、ＥＰＲＥ比（たとえば、Ｐc）、および／または報告制限
パラメータを含み得る。ＥＰＲＥ比は、ＰＤＳＣＨ　ＥＰＲＥとＣＳＩ－ＲＳ　ＥＰＲＥ
との比であり得る。報告制限パラメータは、ＵＥによって報告可能であるベクトルおよび
／またはランクのセットを制限するパラメータであり得る。いくつかの実施形態では、報
告制限パラメータはｃｏｄｅｂｏｏｋＳｕｂｓｅｔＲｅｓｔｒｉｃｔｉｏｎパラメータで
あり得る。ＣＳＩ管理モジュール９２０は、チャネル測定および／またはＣＳＩ報告を実
行するために、複数の管理構成に従って２つまたはそれ以上のＩＭＲを使用し得る。チャ
ネル測定は、受信機モジュール９１０を介して受信された信号上で行われ得るが、ＣＳＩ
報告は、送信機モジュール９３０を介して送信され得る。
【００９０】
　[0108]ＵＥとして構成された装置９０５のいくつかの例では、ＣＳＩプロセスのための
２つまたはそれ以上のＩＭＲのうちの少なくとも２つが重複サブフレーム中で構成され得
る。ＵＥとして構成された装置９０５のいくつかの例では、ＣＳＩ管理モジュール９２０
は、ＣＳＩ報告をトリガするためのダウンリンク制御チャネルを受信し得る。ＵＥとして
構成された装置９０５のいくつかの例では、ＣＳＩ管理モジュール９２０は、複数のＣＳ
Ｉプロセスを受信するために使用され得る。ＣＳＩプロセスの一部または全部は２つまた
はそれ以上のＩＭＲの割当てに関連し得る。しかしながら、いくつかの実施形態では、Ｃ
ＳＩプロセスのうちのいくつかは１つのＩＭＲの割当てに関連し得る。
【００９１】
　[0109]装置９０５が基地局またはｅＮＢとして構成されたとき、およびいくつかの例で
は、ＣＳＩ管理モジュール９２０は、ＣＳＩプロセスのための２つまたはそれ以上のＩＭ
Ｒの割当てを（たとえば、送信機モジュール９３０を介して）送信するために使用され得
る。ＣＳＩ管理モジュール９２０はまた、２つまたはそれ以上のＩＭＲを使用するための
複数の管理構成を（たとえば、送信機モジュール９３０を介して）送信し得る。複数の管
理構成のうちの少なくとも１つは、２つまたはそれ以上のＩＭＲについて別々に示され得
る。いくつかの例では、複数の管理構成は、ＣＳＩ報告モード、ＣＱＩテーブル、ＥＰＲ
Ｅ比（たとえば、Ｐc）、および／または報告制限パラメータを含み得る。ＥＰＲＥ比は
、ＰＤＳＣＨ　ＥＰＲＥとＣＳＩ－ＲＳ　ＥＰＲＥとの比であり得る。報告制限パラメー
タは、ＵＥによって報告可能であるベクトルおよび／またはランクのセットを制限するパ
ラメータであり得る。いくつかの実施形態では、報告制限パラメータはｃｏｄｅｂｏｏｋ
ＳｕｂｓｅｔＲｅｓｔｒｉｃｔｉｏｎパラメータであり得る。ＣＳＩ管理モジュール９２
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０は、２つまたはそれ以上のＩＭＲのうちの少なくとも１つに基づいて少なくとも１つの
ＣＳＩ報告を受信し得る。少なくとも１つのＣＳＩ報告は、受信機モジュール９１０を介
して受信され得る。
【００９２】
　[0110]基地局またはｅＮＢとして構成された装置９０５のいくつかの例では、ＣＳＩプ
ロセスのための２つまたはそれ以上のＩＭＲのうちの少なくとも２つが重複サブフレーム
中で構成され得る。基地局またはｅＮＢとして構成された装置９０５のいくつかの例では
、ＣＳＩ管理モジュール９２０は、少なくとも１つのＣＳＩ報告のＵＥ送信をトリガする
ためのダウンリンク制御チャネルを送信し得る。基地局またはｅＮＢとして構成された装
置９０５のいくつかの例では、ＣＳＩ管理モジュール９２０は、複数のＣＳＩプロセスを
送信するために使用され得る。ＣＳＩプロセスの一部または全部は２つまたはそれ以上の
ＩＭＲの割当てに関連し得る。しかしながら、いくつかの実施形態では、ＣＳＩプロセス
のうちのいくつかは１つのＩＭＲの割当てに関連し得る。
【００９３】
　[0111]いくつかの例では、装置９０５は、ｅＩＭＴＡ動作ならびに／またはネットワー
ク支援干渉消去および抑圧（ＮＡＩＣＳ）動作（あるいは２つまたはそれ以上のＩＭＲが
単一のＣＳＩプロセスに割り振られ得る他のフレームワーク）を使用するように構成され
得る。
【００９４】
　[0112]図１０に、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための装置９０５－ａ
のブロック図１０００を示し、その装置９０５－ａは、ＵＥとして構成されたときの（図
９の）装置９０５の態様の一例であり得る。いくつかの例では、装置９０５－ａは、図９
を参照して説明された受信機モジュール９１０と送信機モジュール９３０との例である、
受信機モジュール９１０－ａと送信機モジュール９３０－ａとを含み得る。追加の例では
、装置９０５－ａは、ＣＳＩ管理モジュール９２０－ａを含み得、それは、図９を参照し
て説明されたＣＳＩ管理モジュール９２０の１つまたは複数の態様の一例であり得る。い
くつかの例では、ＣＳＩ管理モジュール９２０－ａは、ＣＳＩプロセス管理モジュール１
００５、ＩＭＲ管理モジュール１０１０、チャネル測定モジュール１０１５、および／ま
たはＣＳＩ報告モジュール１０２０を含み得る。図１０は、別個のモジュール１００５、
１０１０、１０１５、および１０２０を示しているが、モジュール１００５、１０１０、
１０１５、および１０２０の各々によって実行される機能は、いくつかの場合には、１つ
または複数の他のモジュールを使用して組み合わせられるか、分割されるか、または実装
され得る。
【００９５】
　[0113]いくつかの例では、ＣＳＩプロセス管理モジュール１００５は、ＣＳＩプロセス
のための２つまたはそれ以上のＩＭＲの割当てを（たとえば、受信機モジュール９１０－
ａを介して）受信するために使用され得る。いくつかの例では、ＩＭＲ管理モジュール１
０１０は、２つまたはそれ以上のＩＭＲを使用するための複数の管理構成を（たとえば、
受信機モジュール９１０－ａを介して）受信するために使用され得る。いくつかの例では
、複数の管理構成のすべては、２つまたはそれ以上のＩＭＲについて別々に示され得る（
たとえば、別々に構成され、別々に管理され得る）。いくつかの例では、複数の管理構成
のうちの少なくとも１つは、２つまたはそれ以上のＩＭＲの各々について別々に示され得
、複数の管理構成のうちの少なくとも１つは、２つまたはそれ以上のＩＭＲの各々につい
て一緒に示され得る。いくつかの例では、複数の管理構成のすべては、２つまたはそれ以
上のＩＭＲについて一緒に示され得る。
【００９６】
　[0114]いくつかの例では、ＩＭＲ管理モジュール１０１０によって受信された複数の管
理構成は、ＣＳＩ報告モード、ＣＱＩテーブル、ＥＰＲＥ比（たとえば、Ｐc）、および
／または報告制限パラメータを含み得る。ＥＰＲＥ比は、ＰＤＳＣＨ　ＥＰＲＥとＣＳＩ
－ＲＳ　ＥＰＲＥとの比であり得る。報告制限パラメータは、ＵＥによって報告可能であ
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るベクトルおよび／またはランクのセットを制限するパラメータであり得る。いくつかの
実施形態では、報告制限パラメータはｃｏｄｅｂｏｏｋＳｕｂｓｅｔＲｅｓｔｒｉｃｔｉ
ｏｎパラメータであり得る。
【００９７】
　[0115]ＩＭＲ管理モジュール１０１０によって実行される（１つまたは複数の）動作の
いくつかの例では、ＩＭＲ管理モジュール１０１０によって受信された複数の管理構成は
、１）２つまたはそれ以上のＩＭＲについて別々に示される、ＣＳＩ報告モード、ＣＱＩ
テーブル、および報告制限パラメータと、２）２つまたはそれ以上のＩＭＲについて一緒
に示されるＥＰＲＥ比とを含み得る。他の例では、ＩＭＲ管理モジュール１０１０によっ
て受信された複数の管理構成は、１）２つまたはそれ以上のＩＭＲについて別々に示され
るＣＳＩ報告モードと、２）２つまたはそれ以上のＩＭＲについて一緒に示される、ＣＱ
Ｉテーブル、ＥＰＲＥ比、および報告制限パラメータとを含み得る。
【００９８】
　[0116]いくつかの例では、ＩＭＲ管理モジュール１０１０は、２つまたはそれ以上のＩ
ＭＲのうちの１つが基準ＩＭＲであるという指標を受信し得る。これらの例では、および
いくつかの場合には、２つまたはそれ以上のＩＭＲのうちの少なくとも１つは、基準ＩＭ
Ｒから少なくとも１つのＣＳＩフィードバック値を継承し得る。いくつかの例では、基準
ＩＭＲから継承された少なくとも１つのＣＳＩフィードバック値はランク（たとえば、Ｒ
Ｉ）および／またはＣＳＩ報告モードを含み得る。いくつかの例では、ＣＳＩプロセスの
ための２つまたはそれ以上のＩＭＲが同じＣＳＩ報告モードを有することが示されたとき
、基準ＩＭＲが採用され得る。
【００９９】
　[0117]いくつかの例では、チャネル測定モジュール１０１５は、チャネル測定を実行す
るために、複数の管理構成に従って２つまたはそれ以上のＩＭＲを使用し得る。チャネル
測定は、受信機モジュール９１０－ａを介して受信された信号上で行われ得る。
【０１００】
　[0118]いくつかの例では、ＣＳＩ報告モジュール１０２０は、ＣＳＩ報告を実行するた
めに、複数の管理構成に従って２つまたはそれ以上のＩＭＲを使用し得る。ＣＳＩ報告は
、送信機モジュール９３０－ａを介して送信され得る。
【０１０１】
　[0119]装置９０５－ａのいくつかの例では、ＣＳＩプロセスのための２つまたはそれ以
上のＩＭＲのうちの少なくとも２つが重複サブフレーム中で構成され得る。装置９０５－
ａのいくつかの例では、ＣＳＩ管理モジュール９２０－ａは、ＣＳＩ報告をトリガするた
めのダウンリンク制御チャネルを受信し得る。
【０１０２】
　[0120]装置９０５－ａのいくつかの例では、ＣＳＩ管理モジュール９２０－ａは、複数
のＣＳＩプロセスを受信するために使用され得る。ＣＳＩプロセスの一部または全部は２
つまたはそれ以上のＩＭＲの割当てに関連し得る。しかしながら、いくつかの実施形態で
は、ＣＳＩプロセスのうちのいくつかは１つのＩＭＲの割当てに関連し得る。２つまたは
それ以上のＩＭＲの割当てに関連するＣＳＩプロセスの場合、単一のＣＳＩプロセスに関
連する２つまたはそれ以上のＩＭＲのために受信される複数の管理構成は、別々に示され
る管理構成、および／または一緒に示される管理構成を含み得る。
【０１０３】
　[0121]いくつかの例では、装置９０５－ａは、ｅＩＭＴＡ動作および／またはＮＡＩＣ
Ｓ動作（あるいは２つまたはそれ以上のＩＭＲが単一のＣＳＩプロセスに割り振られ得る
他のフレームワーク）を使用するように構成され得る。
【０１０４】
　[0122]図１１に、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための装置９０５－ｂ
のブロック図１１００を示し、その装置９０５－ｂは、基地局またはｅＮＢとして構成さ
れたときの（図９の）装置９０５の態様の一例であり得る。いくつかの例では、装置９０
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５－ｂは、図９を参照しながら説明した受信機モジュール９１０と送信機モジュール９３
０との例である、受信機モジュール９１０－ｂと送信機モジュール９３０－ｂとを含み得
る。追加の例では、装置９０５－ｂは、図９を参照しながら説明したＣＳＩ管理モジュー
ル９２０のうちの１つまたは複数の態様の一例であり得るＣＳＩ管理モジュール９２０－
ｂを含み得る。いくつかの例では、ＣＳＩ管理モジュール９２０－ｂは、ＣＳＩプロセス
管理モジュール１１０５、ＩＭＲ管理モジュール１１１０、ならびに／あるいはＣＳＩ報
告受信および／または分析モジュール１１１５を含み得る。図１１は、モジュール１１０
５、１１１０、および１１１５の各々によって実行される機能の特定の例を示しているが
、モジュール１１０５、１１１０、および１１１５の各々によって実行される機能は、い
くつかの場合には、１つまたは複数の他のモジュールを使用して組み合わせられるか、分
割されるか、または実装され得る。
【０１０５】
　[0123]いくつかの例では、ＣＳＩプロセス管理モジュール１１０５は、ＣＳＩプロセス
のための２つまたはそれ以上のＩＭＲの割当てを（たとえば、送信機モジュール９３０－
ｂを介して）送信するために使用され得る。
【０１０６】
　[0124]いくつかの例では、ＩＭＲ管理モジュール１１１０は、２つまたはそれ以上のＩ
ＭＲを使用するための複数の管理構成を（たとえば、送信機モジュール９３０－ｂを介し
て）送信するために使用され得る。いくつかの例では、複数の管理構成のすべては、２つ
またはそれ以上のＩＭＲについて別々に示され得る。いくつかの例では、複数の管理構成
のうちの少なくとも１つは、２つまたはそれ以上のＩＭＲについて別々に示され得（たと
えば、別々に構成され、別々に管理され得）、複数の管理構成のうちの少なくとも１つは
、２つまたはそれ以上のＩＭＲについて一緒に示され得る。いくつかの例では、複数の管
理構成のすべては、２つまたはそれ以上のＩＭＲについて一緒に示され得る。
【０１０７】
　[0125]いくつかの例では、ＩＭＲ管理モジュール１１１０によって送信された複数の管
理構成は、ＣＳＩ報告モード、ＣＱＩテーブル、ＥＰＲＥ比（たとえば、Ｐc）、および
／または報告制限パラメータを含み得る。ＥＰＲＥ比は、ＰＤＳＣＨ　ＥＰＲＥとＣＳＩ
－ＲＳ　ＥＰＲＥとの比であり得る。報告制限パラメータは、ＵＥによって報告可能であ
るベクトルおよび／またはランクのセットを制限するパラメータであり得る。いくつかの
実施形態では、報告制限パラメータはｃｏｄｅｂｏｏｋＳｕｂｓｅｔＲｅｓｔｒｉｃｔｉ
ｏｎパラメータであり得る。
【０１０８】
　[0126]ＩＭＲ管理モジュール１１１０によって実行される（１つまたは複数の）動作の
いくつかの例では、ＩＭＲ管理モジュール１１１０によって送信された複数の管理構成は
、１）２つまたはそれ以上のＩＭＲについて別々に示される、ＣＳＩ報告モード、ＣＱＩ
テーブル、および報告制限パラメータと、２）２つまたはそれ以上のＩＭＲについて一緒
に示されるＥＰＲＥ比とを含み得る。他の例では、ＩＭＲ管理モジュール１１１０によっ
て送信された複数の管理構成は、１）２つまたはそれ以上のＩＭＲについて別々に示され
るＣＳＩ報告モードと、２）２つまたはそれ以上のＩＭＲについて一緒に示される、ＣＱ
Ｉテーブル、ＥＰＲＥ比、および報告制限パラメータとを含み得る。
【０１０９】
　[0127]いくつかの例では、ＩＭＲ管理モジュール１１１０は、２つまたはそれ以上のＩ
ＭＲのうちの１つが基準ＩＭＲであるという指標を送信し得る。これらの例では、および
いくつかの場合には、２つまたはそれ以上のＩＭＲのうちの少なくとも１つは、基準ＩＭ
Ｒから少なくとも１つのＣＳＩフィードバック値を継承し得る。いくつかの例では、基準
ＩＭＲから継承された少なくとも１つのＣＳＩフィードバック値はランク（たとえば、Ｒ
Ｉ）および／またはＣＳＩ報告モードを含み得る。いくつかの例では、ＣＳＩプロセスの
ための２つまたはそれ以上のＩＭＲが同じＣＳＩ報告モードを有することが示されたとき
、基準ＩＭＲが採用され得る。
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【０１１０】
　[0128]いくつかの例では、ＣＳＩ報告受信および／または分析モジュール１１１５は、
２つまたはそれ以上のＩＭＲのうちの少なくとも１つに基づいて少なくとも１つのＣＳＩ
報告を受信し得る。ＣＳＩ報告は、受信機モジュール９１０－ｂを介して受信され得る。
【０１１１】
　[0129]装置９０５－ｂのいくつかの例では、ＣＳＩプロセスのための２つまたはそれ以
上のＩＭＲのうちの少なくとも２つが重複サブフレーム中で構成され得る。装置９０５－
ｂのいくつかの例では、ＣＳＩ管理モジュール９２０－ｂは、少なくとも１つのＣＳＩ報
告のＵＥ送信をトリガするためのダウンリンク制御チャネルを送信し得る。
【０１１２】
　[0130]装置９０５－ｂのいくつかの例では、ＣＳＩ管理モジュール９２０－ｂは、複数
のＣＳＩプロセスを送信するために使用され得る。ＣＳＩプロセスの一部または全部は２
つまたはそれ以上のＩＭＲの割当てに関連し得る。しかしながら、いくつかの実施形態で
は、ＣＳＩプロセスのうちのいくつかは１つのＩＭＲの割当てに関連し得る。２つまたは
それ以上のＩＭＲの割当てに関連するＣＳＩプロセスの場合、単一のＣＳＩプロセスに関
連する２つまたはそれ以上のＩＭＲのために送信される複数の管理構成は、別々に示され
る管理構成、および／または一緒に示される管理構成を含み得る。
【０１１３】
　[0131]いくつかの例では、装置９０５－ｂは、ｅＩＭＴＡ動作および／またはＮＡＩＣ
Ｓ動作（あるいは２つまたはそれ以上のＩＭＲが単一のＣＳＩプロセスに割り振られ得る
他のフレームワーク）を使用するように構成され得る。
【０１１４】
　[0132]図１２に、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための
ＵＥ１１５－ｄのブロック図１２００を示す。ＵＥ１１５－ｄは、様々な構成を有し得、
パーソナルコンピュータ（たとえば、ラップトップコンピュータ、ネットブックコンピュ
ータ、タブレットコンピュータなど）、セルラー電話、スマートフォン、ＰＤＡ、デジタ
ルビデオレコーダ（ＤＶＲ）、インターネット機器、ゲーミングコンソール、電子リーダ
ーなどであるか、またはそれらの一部であり得る。ＵＥ１１５－ｄは、いくつかの例では
、モバイル動作を可能にするために、小型バッテリーなどの内部電源（図示せず）を有し
得る。いくつかの例では、ＵＥ１１５－ｄは、図１、図７、および／または図８を参照し
ながら説明したＵＥ１１５のうちの１つまたは複数の態様の一例、ならびに／あるいは図
９および／または図１０を参照しながら説明した装置９０５のうちの１つまたは複数の態
様の一例であり得る。ＵＥ１１５－ｄは、図１、図５、図６、図７、図８、図９、および
／または図１０を参照しながら説明したＵＥおよび／または装置の特徴および機能のうち
の少なくともいくつかを実装するように構成され得る。
【０１１５】
　[0133]ＵＥ１１５－ｄは、ＵＥプロセッサモジュール１２１０、ＵＥメモリモジュール
１２２０、（（１つまたは複数の）ＵＥトランシーバモジュール１２３０によって表され
る）少なくとも１つのＵＥトランシーバモジュール、（（１つまたは複数の）ＵＥアンテ
ナ１２４０によって表される）少なくとも１つのＵＥアンテナ、および／またはＵＥ　Ｃ
ＳＩ管理モジュール９２０－ｃを含み得る。これらの構成要素の各々は、１つまたは複数
のバス９３５上で、直接または間接的に互いと通信していることがある。
【０１１６】
　[0134]ＵＥメモリモジュール１２２０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）および／
または読取り専用メモリ（ＲＯＭ）を含み得る。ＵＥメモリモジュール１２２０は、実行
されたとき、ワイヤレス通信および／またはＣＳＩ管理に関係する本明細書で説明する様
々な機能をＵＥプロセッサモジュール１２１０に実行させるように構成された命令を含ん
でいるコンピュータ可読、コンピュータ実行可能コード１２２５を記憶し得る。代替的に
、コード１２２５は、ＵＥプロセッサモジュール１２１０によって直接的に実行可能では
ないが、（たとえば、コンパイルされ、実行されたとき）本明細書で説明する機能のうち
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のいくつかをＵＥ１１５－ｄに実行させるように構成され得る。
【０１１７】
　[0135]ＵＥプロセッサモジュール１２１０は、インテリジェントハードウェアデバイス
、たとえば、中央処理ユニット（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣなどを含み
得る。ＵＥプロセッサモジュール１２１０は、（１つまたは複数の）ＵＥトランシーバモ
ジュール１２３０を通して受信された情報、および／または（１つまたは複数の）ＵＥア
ンテナ１２４０を介した送信のために（１つまたは複数の）ＵＥトランシーバモジュール
１２３０に送られるべき情報を処理し得る。ＵＥプロセッサモジュール１２１０は、単独
で、またはＵＥ　ＣＳＩ管理モジュール９２０－ｃとともに、無線周波数スペクトル上で
通信すること（または無線周波数スペクトル上の通信を管理すること）の様々な態様を扱
い得る。
【０１１８】
　[0136]（１つまたは複数の）ＵＥトランシーバモジュール１２３０は、パケットを変調
し、変調されたパケットを送信のために（１つまたは複数の）ＵＥアンテナ１２４０に与
え、（１つまたは複数の）ＵＥアンテナ１２４０から受信されたパケットを復調するよう
に構成されたモデムを含み得る。（１つまたは複数の）ＵＥトランシーバモジュール１２
３０は、いくつかの例では、１つまたは複数のＵＥ送信機モジュールおよび１つまたは複
数の別個のＵＥ受信機モジュールとして実装され得る。（１つまたは複数の）ＵＥトラン
シーバモジュール１２３０は、１つまたは複数の無線アクセス技術を使用してワイヤレス
通信をサポートし得る。（１つまたは複数の）ＵＥトランシーバモジュール１２３０は、
（１つまたは複数の）ＵＥアンテナ１２４０を介して、図１、図７、および／または図８
を参照しながら説明した基地局１０５のうちの１つまたは複数、ならびに／あるいは図９
および／または図１１を参照しながら説明したように基地局として構成された装置９０５
のうちの１つまたは複数と双方向に通信するように構成され得る。ＵＥ１１５－ｄは単一
のＵＥアンテナを含み得るが、ＵＥ１１５－ｄが複数のＵＥアンテナ９４０を含み得る例
があり得る。
【０１１９】
　[0137]ＵＥ　ＣＳＩ管理モジュール９２０－ｃは、ＣＳＩ管理に関係する、図１、図５
、図６、図７、図８、図９、および／または図１０を参照しながら説明した特徴および／
または機能の一部または全部を実行および／または管理するように構成され得る。ＵＥ　
ＣＳＩ管理モジュール９２０－ｃまたはそれの部分はプロセッサを含み得、および／また
はＵＥ　ＣＳＩ管理モジュール９２０－ｃの機能の一部または全部は、ＵＥプロセッサモ
ジュール１２１０によって、および／またはＵＥプロセッサモジュール１２１０とともに
実行され得る。いくつかの例では、ＵＥ　ＣＳＩ管理モジュール９２０－ｃは、図９およ
び／または図１０を参照しながら説明したＣＳＩ管理モジュール９２０の一例であり得る
。
【０１２０】
　[0138]図１３に、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための
基地局１０５－ｆ（たとえば、ｅＮＢの一部または全部を形成する基地局）のブロック図
１３００を示す。いくつかの例では、基地局１０５－ｆは、図１、図２、図７、および／
または図８を参照しながら説明した基地局１０５のうちの１つまたは複数の態様の一例、
ならびに／あるいは図９および／または図１１を参照しながら説明した装置９０５のうち
の１つまたは複数の態様の一例であり得る。基地局１０５－ｆは、図１、図５、図６、図
７、図８、図９、および／または図１１を参照しながら説明した基地局および／または装
置の特徴および機能のうちの少なくともいくつかを実装するかまたは可能にするように構
成され得る。
【０１２１】
　[0139]基地局１０５－ｆは、基地局プロセッサモジュール１３１０、基地局メモリモジ
ュール１３２０、（（１つまたは複数の）基地局トランシーバモジュール１３５０によっ
て表される）少なくとも１つの基地局トランシーバモジュール、（（１つまたは複数の）
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基地局アンテナ１３５５によって表される）少なくとも１つの基地局アンテナ、および／
または基地局ＣＳＩ管理モジュール９２０－ｄを含み得る。基地局１０５－ｆはまた、基
地局通信モジュール１３３０および／またはネットワーク通信モジュール１３４０のうち
の１つまたは複数を含み得る。これらの構成要素の各々は、１つまたは複数のバス１３３
５上で、直接または間接的に互いと通信していることがある。
【０１２２】
　[0140]基地局メモリモジュール１３２０はＲＡＭおよび／またはＲＯＭを含み得る。基
地局メモリモジュール１３２０は、実行されたとき、ワイヤレス通信および／またはＣＳ
Ｉ管理に関係する本明細書で説明する様々な機能を基地局プロセッサモジュール１３１０
に実行させるように構成された命令を含んでいるコンピュータ可読、コンピュータ実行可
能コード１３２５を記憶し得る。代替的に、コード１３２５は、基地局プロセッサモジュ
ール１３１０によって直接的に実行可能ではないが、（たとえば、コンパイルされ、実行
されたとき）本明細書で説明する機能のうちのいくつかを基地局１０５－ｆに実施させる
ように構成され得る。
【０１２３】
　[0141]基地局プロセッサモジュール１３１０は、インテリジェントハードウェアデバイ
ス、たとえば、ＣＰＵ、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣなどを含み得る。基地局プロセ
ッサモジュール１３１０は、（１つまたは複数の）基地局トランシーバモジュール１３５
０、基地局通信モジュール１３３０、および／またはネットワーク通信モジュール１３４
０を通して受信された情報を処理し得る。基地局プロセッサモジュール１３１０はまた、
（１つまたは複数の）アンテナ１３５５を通した送信のために（１つまたは複数の）トラ
ンシーバモジュール１３５０に送られるべき情報、１つまたは複数の他の基地局１０５－
ｇおよび１０５ｈへの送信のために基地局通信モジュール１３３０に送られるべき情報、
ならびに／または図１を参照しながら説明したコアネットワーク１３０の１つまたは複数
の態様の一例であり得る、コアネットワーク１３０－ａへの送信のためにネットワーク通
信モジュール１３４０に送られるべき情報を処理し得る。基地局プロセッサモジュール１
３１０は、単独で、または基地局ＣＳＩ管理モジュール９２０－ｄとともに、無線周波数
スペクトル上で通信することの様々な態様を扱い得る。
【０１２４】
　[0142]（１つまたは複数の）基地局トランシーバモジュール１３５０は、パケットを変
調し、変調されたパケットを送信のために（１つまたは複数の）基地局アンテナ１３５５
に与え、（１つまたは複数の）基地局アンテナ１３５５から受信されたパケットを復調す
るように構成されたモデムを含み得る。（１つまたは複数の）基地局トランシーバモジュ
ール１３５０は、いくつかの例では、１つまたは複数の基地局送信機モジュールおよび１
つまたは複数の別個の基地局受信機モジュールとして実装され得る。（１つまたは複数の
）基地局トランシーバモジュール１３５０は、１つまたは複数の無線アクセス技術を使用
して通信をサポートし得る。（１つまたは複数の）基地局トランシーバモジュール１３５
０は、（１つまたは複数の）アンテナ１３５５を介して、図１、図２、図７、図８、およ
び／または図１２を参照しながら説明したＵＥ１１５のうちの１つまたは複数、ならびに
／あるいは図９および／または図１０を参照しながら説明したようにＵＥとして構成され
た装置９０５のうちの１つまたは複数など、１つまたは複数のＵＥまたは装置と双方向に
通信するように構成され得る。基地局１０５－ｆは、たとえば、複数の基地局アンテナ１
３５５（たとえば、アンテナアレイ）を含み得る。基地局１０５－ｆは、ネットワーク通
信モジュール１３４０を通してコアネットワーク１３０－ａと通信し得る。基地局１０５
－ｆはまた、基地局通信モジュール１３３０を使用して、基地局１０５－ｇおよび１０５
ｈなど、他の基地局と通信し得る。
【０１２５】
　[0143]基地局ＣＳＩ管理モジュール９２０－ｄは、ＣＳＩ管理に関係する、図１、図５
、図６、図７、図８、図９、および／または図１１を参照しながら説明した特徴および／
または機能の一部または全部を実行および／または管理するように構成され得る。基地局
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ＣＳＩ管理モジュール９２０－ｄ、またはそれの部分はプロセッサを含み得、ならびに／
あるいは基地局ＣＳＩ管理モジュール９２０－ｄの機能の一部または全部は、基地局プロ
セッサモジュール１３１０によって、および／または基地局プロセッサモジュール１３１
０とともに実行され得る。いくつかの例では、基地局ＣＳＩ管理モジュール９２０－ｄは
、図９および／または図１１を参照しながら説明したＣＳＩ管理モジュール９２０の一例
であり得る。
【０１２６】
　[0144]図１４は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法１４００の
一例を示すフローチャートである。明快のために、方法１４００は、図１、図２、図７、
図８、および／または図１２を参照しながら説明したＵＥ１１５のうちの１つまたは複数
の態様、ならびに／あるいは図９および／または図１０を参照しながら説明するように、
ＵＥとして構成された装置９０５のうちの１つまたは複数の態様に関して以下で説明する
。いくつかの例では、ＵＥまたは装置は、以下で説明する機能を実施するようにＵＥまた
は装置の機能要素を制御するためのコードの１つまたは複数のセットを実行し得る。
【０１２７】
　[0145]ブロック１４０５において、方法１４００は、ＵＥにおいて、ＣＳＩプロセスの
ための２つまたはそれ以上のＩＭＲに関連する情報を受信することを含み得る。情報は、
ＣＳＩプロセスのための２つまたはそれ以上のＩＭＲの割当てと、２つまたはそれ以上の
ＩＭＲを使用するための複数の管理構成とを含み得る。複数の管理構成のうちの少なくと
も１つは、２つまたはそれ以上のＩＭＲについて別々に示され得る（たとえば、別々に構
成され、別々に管理され得る）。ブロック１４０５における（１つまたは複数の）動作は
、図９、図１０、および／または図１２を参照しながら説明したＣＳＩ管理モジュール９
２０、図１０を参照しながら説明したＣＳＩプロセス管理モジュール１００５、ならびに
／あるいはＩＭＲ管理モジュール１０１０を使用して実行され得る。ＣＳＩプロセスのた
めの２つまたはそれ以上のＩＭＲの割当てと複数の管理構成とは、図１、図２、図７、図
８、および／または図１３を参照しながら説明した基地局１０５などの基地局からの１つ
または複数のメッセージの１つの送信、あるいは１つまたはメッセージの複数の送信を用
いて受信され得る。
【０１２８】
　[0146]方法１４００のいくつかの例では、複数の管理構成は、ＣＳＩ報告モード、ＣＱ
Ｉテーブル、ＥＰＲＥ比（たとえば、Ｐc）、および／または報告制限パラメータを含み
得る。ＥＰＲＥ比は、ＰＤＳＣＨ　ＥＰＲＥとＣＳＩ－ＲＳ　ＥＰＲＥとの比であり得る
。報告制限パラメータは、ＵＥによって報告可能であるベクトルおよび／またはランクの
セットを制限するパラメータであり得る。いくつかの実施形態では、報告制限パラメータ
はｃｏｄｅｂｏｏｋＳｕｂｓｅｔＲｅｓｔｒｉｃｔｉｏｎパラメータであり得る。
【０１２９】
　[0147]ブロック１４１０において、方法１４００は、チャネル測定および／またはＣＳ
Ｉ報告を実行するために、複数の管理構成に従って２つまたはそれ以上のＩＭＲを使用す
ることを含み得る。ブロック１４１０における（１つまたは複数の）動作は、図９、図１
０、および／または図１２を参照しながら説明したＣＳＩ管理モジュール９２０、ならび
に／あるいは図１０を参照しながら説明したチャネル測定モジュール１０１５またはＣＳ
Ｉ報告モジュール１０２０を使用して実行され得る。
【０１３０】
　[0148]方法１４００のいくつかの例では、ＣＳＩプロセスのための２つまたはそれ以上
のＩＭＲのうちの少なくとも２つが重複サブフレーム中で構成され得る。いくつかの例で
は、方法１４００は、ＣＳＩ報告をトリガするためのダウンリンク制御チャネルを受信す
ることを含み得る。いくつかの例では、方法１４００は、複数のＣＳＩプロセスの各々に
ついて繰り返され得る。いくつかの例では、方法１４００を実行するＵＥまたは装置は、
ｅＩＭＴＡ動作および／またはＮＡＩＣＳ動作（あるいは２つまたはそれ以上のＩＭＲが
単一のＣＳＩプロセスに割り振られ得る他のフレームワーク）を使用するように構成され
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得る。
【０１３１】
　[0149]方法１４００はワイヤレス通信を提供し得る。方法１４００は一実装形態にすぎ
ないこと、および方法１４００の動作は、他の実装形態が可能であるように、並べ替えら
れるかまたは場合によっては変更され得ることに留意されたい。
【０１３２】
　[0150]図１５は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法１５００の
一例を示すフローチャートである。明快のために、方法１５００は、図１、図２、図７、
図８、および／または図１２を参照しながら説明したＵＥ１１５のうちの１つまたは複数
の態様、ならびに／あるいは図９および／または図１０を参照しながら説明するように、
ＵＥとして構成された装置９０５のうちの１つまたは複数の態様に関して以下で説明する
。いくつかの例では、ＵＥまたは装置は、以下で説明する機能を実施するようにＵＥまた
は装置の機能要素を制御するためのコードの１つまたは複数のセットを実行し得る。
【０１３３】
　[0151]ブロック１５０５において、方法１５００は、ＵＥにおいて、ＣＳＩプロセスに
関連する情報を受信することを含み得る。情報は、ＣＳＩプロセスのための２つまたはそ
れ以上のＩＭＲの割当てと、２つまたはそれ以上のＩＭＲを使用するための複数の管理構
成とを含み得る。ブロック１５０５における（１つまたは複数の）動作は、図９、図１０
、および／または図１２を参照しながら説明したＣＳＩ管理モジュール９２０、図１０を
参照しながら説明したＣＳＩプロセス管理モジュール１００５、ならびに／あるいはＩＭ
Ｒ管理モジュール１０１０を使用して実行され得る。情報は、図１、図２、図７、図８、
および／または図１３を参照しながら説明した基地局１０５などの基地局からの１つまた
は複数のメッセージの１つの送信、あるいは１つまたはメッセージの複数の送信を用いて
受信され得る。
【０１３４】
　[0152]ブロック１５１０－ａ、１５１０－ｂ、および／または１５１０－ｃにおいて、
方法１５００は、２つまたはそれ以上のＩＭＲを使用するための複数の管理構成を、２つ
またはそれ以上のＩＭＲが管理構成を用いて別々に管理されるのか一緒に管理されるのか
の指標とともに受信することを含み得る。ブロック１５１０－ａにおいて、およびいくつ
かの実施形態では、複数の管理構成のすべては、２つまたはそれ以上のＩＭＲについて別
々に示され得る（たとえば、別々に構成され、別々に管理され得る）。ブロック１５１０
－ｂにおいて、およびいくつかの実施形態では、複数の管理構成のうちの少なくとも１つ
は、２つまたはそれ以上のＩＭＲについて別々に示され得、複数の管理構成のうちの少な
くとも１つは、２つまたはそれ以上のＩＭＲについて一緒に示され得る。ブロック１５１
０－ｃにおいて、およびいくつかの実施形態では、複数の管理構成のすべては、２つまた
はそれ以上のＩＭＲについて一緒に示され得る。ブロック１５１０における（１つまたは
複数の）動作は、図９、図１０、および／または図１２を参照しながら説明したＣＳＩ管
理モジュール９２０、ならびに／あるいは図１０を参照しながら説明したＩＭＲ管理モジ
ュール１０１０を使用して実行され得る。複数の管理構成は、図１、図２、図７、図８、
および／または図１３を参照しながら説明した基地局１０５などの基地局からの１つまた
は複数のメッセージの１つの送信、あるいは１つまたは複数のメッセージの複数の送信を
用いて受信され得る。
【０１３５】
　[0153]方法１５００のいくつかの例では、複数の管理構成は、ＣＳＩ報告モード、ＣＱ
Ｉテーブル、ＥＰＲＥ比（たとえば、Ｐc）、および／または報告制限パラメータを含み
得る。ＥＰＲＥ比は、ＰＤＳＣＨ　ＥＰＲＥとＣＳＩ－ＲＳ　ＥＰＲＥとの比であり得る
。報告制限パラメータは、ＵＥによって報告可能であるベクトルおよび／またはランクの
セットを制限するパラメータであり得る。いくつかの実施形態では、報告制限パラメータ
はｃｏｄｅｂｏｏｋＳｕｂｓｅｔＲｅｓｔｒｉｃｔｉｏｎパラメータであり得る。
【０１３６】
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　[0154]ブロック１５１０－ｂにおける（１つまたは複数の）動作のいくつかの例では、
複数の管理構成は、１）２つまたはそれ以上のＩＭＲについて別々に示される、ＣＳＩ報
告モード、ＣＱＩテーブル、および報告制限パラメータと、２）２つまたはそれ以上のＩ
ＭＲについて一緒に示されるＥＰＲＥ比とを含み得る。他の例では、複数の管理構成は、
１）２つまたはそれ以上のＩＭＲについて別々に示されるＣＳＩ報告モードと、２）２つ
またはそれ以上のＩＭＲについて一緒に示される、ＣＱＩテーブル、ＥＰＲＥ比、および
報告制限パラメータとを含み得る。
【０１３７】
　[0155]ブロック１５１５において、方法１５００は、チャネル測定および／またはＣＳ
Ｉ報告を実行するために、複数の管理構成に従って２つまたはそれ以上のＩＭＲを使用す
ることを含み得る。ブロック１５１５における（１つまたは複数の）動作は、図９、図１
０、および／または図１２を参照しながら説明したＣＳＩ管理モジュール９２０、ならび
に／あるいは図１０を参照しながら説明したチャネル測定モジュール１０１５またはＣＳ
Ｉ報告モジュール１０２０を使用して実行され得る。
【０１３８】
　[0156]方法１５００のいくつかの例では、ＣＳＩプロセスのための２つまたはそれ以上
のＩＭＲのうちの少なくとも２つが重複サブフレーム中で構成され得る。いくつかの例で
は、方法１５００は、ＣＳＩ報告をトリガするためのダウンリンク制御チャネルを受信す
ることを含み得る。
【０１３９】
　[0157]ブロック１５１０－ａ、１５１０－ｂ、および１５１０－ｃは、異なる可能な実
施形態であり得る。しかしながら、いくつかの例では、ＵＥは、ブロック１５１０－ａ、
１５１０－ｂ、および１５１０－ｃのうちの２つ以上を介してＣＳＩプロセスを受信し得
る。たとえば、方法１５００は複数のＣＳＩプロセスの各々について繰り返され得、ＣＳ
Ｉプロセスのうちの異なるプロセスのための複数の管理構成は、ブロック１５１０－ａ、
１５１０－ｂ、および１５１０－ｃのうちの同じまたは異なるブロックに従って受信され
得る。
【０１４０】
　[0158]いくつかの例では、方法１５００を実行するＵＥまたは装置は、ｅＩＭＴＡ動作
および／またはＮＡＩＣＳ動作（あるいは２つまたはそれ以上のＩＭＲが単一のＣＳＩプ
ロセスに割り振られ得る他のフレームワーク）を使用するように構成され得る。
【０１４１】
　[0159]方法１５００はワイヤレス通信を提供し得る。方法１５００は一実装形態にすぎ
ないこと、および方法１５００の動作は、他の実装形態が可能であるように、並べ替えら
れるかまたは場合によっては変更され得ることに留意されたい。
【０１４２】
　[0160]図１６は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法１６００の
一例を示すフローチャートである。明快のために、方法１６００は、図１、図２、図７、
図８、および／または図１２を参照しながら説明したＵＥ１１５のうちの１つまたは複数
の態様、ならびに／あるいは図９および／または図１０を参照しながら説明するように、
ＵＥとして構成された装置９０５のうちの１つまたは複数の態様に関して以下で説明する
。いくつかの例では、ＵＥまたは装置は、以下で説明する機能を実施するようにＵＥまた
は装置の機能要素を制御するためのコードの１つまたは複数のセットを実行し得る。
【０１４３】
　[0161]ブロック１６０５において、方法１６００は、ＣＳＩプロセスのための２つまた
はそれ以上のＩＭＲを使用するための複数の管理構成を受信することを含み得る。複数の
管理構成のうちの少なくとも１つは、２つまたはそれ以上のＩＭＲについて別々に示され
得る（たとえば、別々に構成され、別々に管理され得る）。ブロック１６０５における（
１つまたは複数の）動作は、図９、図１０、および／または図１２を参照しながら説明し
たＣＳＩ管理モジュール９２０、ならびに／あるいは図１０を参照しながら説明したＩＭ
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Ｒ管理モジュール１０１０を使用して実行され得る。複数の管理構成は、図１、図２、図
７、図８、および／または図１３を参照しながら説明した基地局１０５などの基地局から
の１つまたは複数のメッセージの１つの送信、あるいは１つまたはメッセージの複数の送
信を用いて受信され得る。
【０１４４】
　[0162]方法１６００のいくつかの例では、複数の管理構成は、ＣＳＩ報告モード、ＣＱ
Ｉテーブル、ＥＰＲＥ比（たとえば、Ｐc）、および／または報告制限パラメータを含み
得る。ＥＰＲＥ比は、ＰＤＳＣＨ　ＥＰＲＥとＣＳＩ－ＲＳ　ＥＰＲＥとの比であり得る
。報告制限パラメータは、ＵＥによって報告可能であるベクトルおよび／またはランクの
セットを制限するパラメータであり得る。いくつかの実施形態では、報告制限パラメータ
はｃｏｄｅｂｏｏｋＳｕｂｓｅｔＲｅｓｔｒｉｃｔｉｏｎパラメータであり得る。
【０１４５】
　[0163]ブロック１６１０において、方法１６００は、２つまたはそれ以上のＩＭＲのう
ちの１つが基準ＩＭＲであるという指標を受信することを含み得る。いくつかの例では、
２つまたはそれ以上のＩＭＲのうちの少なくとも１つは、基準ＩＭＲから少なくとも１つ
のＣＳＩフィードバック値を継承し得る。いくつかの例では、基準ＩＭＲから継承された
少なくとも１つのＣＳＩフィードバック値はランク（たとえば、ＲＩ）および／またはＣ
ＳＩ報告モードを含み得る。いくつかの例では、ＣＳＩプロセスのための２つまたはそれ
以上のＩＭＲが同じＣＳＩ報告モードを有することが示されたとき、基準ＩＭＲが採用さ
れ得る。ブロック１６１０における（１つまたは複数の）動作は、図９、図１０、および
／または図１２を参照しながら説明したＣＳＩ管理モジュール９２０、ならびに／あるい
は図１０を参照しながら説明したＩＭＲ管理モジュール１０１０を使用して実行され得る
。
【０１４６】
　[0164]ブロック１６１５において、方法１６００は、チャネル測定および／またはＣＳ
Ｉ報告を実行するために、複数の管理構成に従って２つまたはそれ以上のＩＭＲを使用す
ることを含み得る。ブロック１６１５における（１つまたは複数の）動作は、図９、図１
０、および／または図１２を参照しながら説明したＣＳＩ管理モジュール９２０、ならび
に／あるいは図１０を参照しながら説明したチャネル測定モジュール１０１５またはＣＳ
Ｉ報告モジュール１０２０を使用して実行され得る。
【０１４７】
　[0165]方法１６００のいくつかの例では、ＣＳＩプロセスのための２つまたはそれ以上
のＩＭＲのうちの少なくとも２つが重複サブフレーム中で構成され得る。いくつかの例で
は、方法１６００は、ＣＳＩ報告をトリガするためのダウンリンク制御チャネルを受信す
ることを含み得る。いくつかの例では、方法１６００は、複数のＣＳＩプロセスの各々に
ついて繰り返され得る。いくつかの例では、方法１６００を実行するＵＥまたは装置は、
ｅＩＭＴＡ動作および／またはＮＡＩＣＳ動作（あるいは２つまたはそれ以上のＩＭＲが
単一のＣＳＩプロセスに割り振られ得る他のフレームワーク）を使用するように構成され
得る。
【０１４８】
　[0166]方法１６００はワイヤレス通信を提供し得る。方法１６００は一実装形態にすぎ
ないこと、および方法１６００の動作は、他の実装形態が可能であるように、並べ替えら
れるかまたは場合によっては変更され得ることに留意されたい。いくつかの例では、方法
１４００、１５００、および／または１６００の１つまたは複数の態様は組み合わせられ
得る。
【０１４９】
　[0167]いくつかの例では、ワイヤレス通信のための装置は、本方法を実装するように構
成され得る。本装置は、ＵＥにおいて、ＣＳＩプロセスに関連する情報を受信するための
手段と、情報が、ＣＳＩプロセスのための２つまたはそれ以上のＩＭＲの割当てと、２つ
またはそれ以上のＩＭＲを使用するための複数の管理構成とを備える、チャネル測定とＣ
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ＳＩ報告の一方または両方を実行するために、複数の管理構成に従って２つまたはそれ以
上のＩＭＲを使用するための手段とを含み得る。複数の管理構成のうちの少なくとも１つ
は、２つまたはそれ以上のＩＭＲについて別々に示される。いくつかの場合には、複数の
管理構成は、２つまたはそれ以上のＩＭＲについて別々に示される。他の場合には、複数
の管理構成のうちの少なくとも１つは、２つまたはそれ以上のＩＭＲについて別々に示さ
れ、複数の管理構成のうちの少なくとも１つは、２つまたはそれ以上のＩＭＲについて一
緒に示される。
【０１５０】
　[0168]図１７は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法１７００の
一例を示すフローチャートである。明快のために、方法１７００は、図１、図２、図７、
図８、および／または図１３を参照しながら説明した基地局１０５（または基地局を含む
ｅＮＢ）のうちの１つまたは複数の態様、ならびに／あるいは図９および／または図１１
を参照しながら説明するように基地局またはｅＮＢとして構成された装置９０５のうちの
１つまたは複数の態様に関して以下で説明する。いくつかの例では、基地局、ｅＮＢ、ま
たは装置は、以下で説明する機能を実施するように基地局、ｅＮＢ、または装置の機能要
素を制御するためのコードの１つまたは複数のセットを実行し得る。
【０１５１】
　[0169]ブロック１７０５において、方法１７００は、ＣＳＩプロセスに関連する情報を
（たとえば、基地局またはｅＮＢからＵＥに）送信すること、情報が、ＣＳＩプロセスの
ための２つまたはそれ以上のＩＭＲの割当てと、２つまたはそれ以上のＩＭＲを使用する
ための複数の管理構成とを備える、を含み得る。ブロック１７０５における（１つまたは
複数の）動作は、図９、図１１、および／または図１３を参照しながら説明したＣＳＩ管
理モジュール９２０、図１１を参照しながら説明したＣＳＩプロセス管理モジュール１１
０５、ならびに／あるいはＩＭＲ管理モジュール１１１０を使用して実行され得る。情報
の送信は、ＵＥへの１つまたは複数のメッセージの１つの送信、あるいは１つまたは複数
のメッセージの複数の送信を用いて実行され得る。
【０１５２】
　[0170]方法１７００のいくつかの例では、複数の管理構成は、ＣＳＩ報告モード、ＣＱ
Ｉテーブル、ＥＰＲＥ比（たとえば、Ｐc）、および／または報告制限パラメータを含み
得る。ＥＰＲＥ比は、ＰＤＳＣＨ　ＥＰＲＥとＣＳＩ－ＲＳ　ＥＰＲＥとの比であり得る
。報告制限パラメータは、ＵＥによって報告可能であるベクトルおよび／またはランクの
セットを制限するパラメータであり得る。いくつかの実施形態では、報告制限パラメータ
はｃｏｄｅｂｏｏｋＳｕｂｓｅｔＲｅｓｔｒｉｃｔｉｏｎパラメータであり得る。
【０１５３】
　[0171]ブロック１７１０において、方法１７００は、２つまたはそれ以上のＩＭＲのう
ちの少なくとも１つに基づいて少なくとも１つのＣＳＩ報告を受信することを含み得る。
ブロック１７１０における（１つまたは複数の）動作は、図９、図１１、および／または
図１３を参照しながら説明したＣＳＩ管理モジュール９２０、ならびに／あるいは図１１
を参照しながら説明したＣＳＩ報告受信および／または分析モジュール１１１５を使用し
て実行され得る。
【０１５４】
　[0172]方法１７００のいくつかの例では、ＣＳＩプロセスのための２つまたはそれ以上
のＩＭＲのうちの少なくとも２つが重複サブフレーム中で構成され得る。いくつかの例で
は、方法１７００は、少なくとも１つのＣＳＩ報告のＵＥ送信をトリガするためのダウン
リンク制御チャネルを（たとえば、基地局またはｅＮＢからＵＥに）送信することを含み
得る。いくつかの例では、方法１７００は、複数のＣＳＩプロセスの各々について繰り返
され得る。
【０１５５】
　[0173]いくつかの例では、方法１７００を実行する基地局、ｅＮＢ、または装置は、ｅ
ＩＭＴＡ動作および／またはＮＡＩＣＳ動作（あるいは２つまたはそれ以上のＩＭＲが単
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一のＣＳＩプロセスに割り振られ得る他のフレームワーク）を使用するように構成され得
る。
【０１５６】
　[0174]方法１７００はワイヤレス通信を提供し得る。方法１７００は一実装形態にすぎ
ないこと、および方法１７００の動作は、他の実装形態が可能であるように、並べ替えら
れるかまたは場合によっては変更され得ることに留意されたい。
【０１５７】
　[0175]図１８は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法１８００の
一例を示すフローチャートである。明快のために、方法１８００は、図１、図２、図７、
図８、および／または図１３を参照しながら説明した基地局１０５（または基地局を含む
ｅＮＢ）のうちの１つまたは複数の態様、ならびに／あるいは図９および／または図１１
を参照しながら説明するように基地局またはｅＮＢとして構成された装置７０５のうちの
１つまたは複数の態様に関して以下で説明する。いくつかの例では、基地局、ｅＮＢ、ま
たは装置は、以下で説明する機能を実施するように基地局、ｅＮＢ、または装置の機能要
素を制御するためのコードの１つまたは複数のセットを実行し得る。
【０１５８】
　[0176]ブロック１８０５において、方法１８００は、ＣＳＩプロセスに関連する情報を
（たとえば、基地局またはｅＮＢからＵＥに）送信することを含み得る。情報は、ＣＳＩ
プロセスのための２つまたはそれ以上のＩＭＲの割当てと、２つまたはそれ以上のＩＭＲ
を使用するための複数の管理構成とを含み得る。ブロック１８０５における（１つまたは
複数の）動作は、図９、図１１、および／または図１３を参照しながら説明したＣＳＩ管
理モジュール９２０、ならびに／あるいは図１１を参照しながら説明したＣＳＩプロセス
管理モジュール１１０５、および／またはＩＭＲ管理モジュール１１１０を使用して実行
され得る。情報の送信は、ＵＥへの１つまたは複数のメッセージの１つの送信、あるいは
１つまたは複数のメッセージの複数の送信を用いて実行され得る。
【０１５９】
　[0177]ブロック１８１０において、方法１８００は、２つまたはそれ以上のＩＭＲを使
用するための複数の管理構成を、２つまたはそれ以上のＩＭＲが管理構成を用いて別々に
管理されるのか一緒に管理されるのかの指標とともに、（たとえば、基地局またはｅＮＢ
からＵＥに）送信することを含み得る。ブロック１８１０－ａにおいて、およびいくつか
の実施形態では、複数の管理構成のすべては、２つまたはそれ以上のＩＭＲについて別々
に示され得る（たとえば、別々に構成され、別々に管理され得る）。ブロック１８１０－
ｂにおいて、およびいくつかの実施形態では、複数の管理構成のうちの少なくとも１つは
、２つまたはそれ以上のＩＭＲについて別々に示され得、複数の管理構成のうちの少なく
とも１つは、２つまたはそれ以上のＩＭＲについて一緒に示され得る。ブロック１８１０
－ｃにおいて、およびいくつかの実施形態では、複数の管理構成のすべては、２つまたは
それ以上のＩＭＲについて一緒に示され得る。ブロック１８１０における（１つまたは複
数の）動作は、図９、図１１、および／または図１３を参照しながら説明したＣＳＩ管理
モジュール９２０、ならびに／あるいは図１１を参照しながら説明したＩＭＲ管理モジュ
ール１１１０を使用して実行され得る。２つまたはそれ以上のＩＭＲを使用するための複
数の管理構成の送信は、ＵＥへの１つまたは複数のメッセージの１つの送信、あるいは１
つまたは複数のメッセージの複数の送信を用いて実行され得る。
【０１６０】
　[0178]方法１８００のいくつかの例では、複数の管理構成は、ＣＳＩ報告モード、ＣＱ
Ｉテーブル、ＥＰＲＥ比（たとえば、Ｐc）、および／または報告制限パラメータを含み
得る。ＥＰＲＥ比は、ＰＤＳＣＨ　ＥＰＲＥとＣＳＩ－ＲＳ　ＥＰＲＥとの比であり得る
。報告制限パラメータは、ＵＥによって報告可能であるベクトルおよび／またはランクの
セットを制限するパラメータであり得る。いくつかの実施形態では、報告制限パラメータ
はｃｏｄｅｂｏｏｋＳｕｂｓｅｔＲｅｓｔｒｉｃｔｉｏｎパラメータであり得る。
【０１６１】
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　[0179]ブロック１８１０－ｂにおける（１つまたは複数の）動作のいくつかの例では、
複数の管理構成は、１）２つまたはそれ以上のＩＭＲについて別々に示される、ＣＳＩ報
告モード、ＣＱＩテーブル、および報告制限パラメータと、２）２つまたはそれ以上のＩ
ＭＲについて一緒に示されるＥＰＲＥ比とを含み得る。他の例では、複数の管理構成は、
１）２つまたはそれ以上のＩＭＲについて別々に示されるＣＳＩ報告モードと、２）２つ
またはそれ以上のＩＭＲについて一緒に示される、ＣＱＩテーブル、ＥＰＲＥ比、および
報告制限パラメータとを含み得る。
【０１６２】
　[0180]ブロック１８１５において、方法１８００は、２つまたはそれ以上のＩＭＲのう
ちの少なくとも１つに基づいて少なくとも１つのＣＳＩ報告を受信することを含み得る。
ブロック１８１５における（１つまたは複数の）動作は、図９、図１１、および／または
図１３を参照しながら説明したＣＳＩ管理モジュール９２０、ならびに／あるいは図１１
を参照しながら説明したＣＳＩ報告受信および／または分析モジュール１１１５を使用し
て実行され得る。
【０１６３】
　[0181]方法１８００のいくつかの例では、ＣＳＩプロセスのための２つまたはそれ以上
のＩＭＲのうちの少なくとも２つが重複サブフレーム中で構成され得る。いくつかの例で
は、方法１８００は、少なくとも１つのＣＳＩ報告のＵＥ送信をトリガするためのダウン
リンク制御チャネルを（たとえば、基地局またはｅＮＢからＵＥに）送信することを含み
得る。
【０１６４】
　[0182]ブロック１８１０－ａ、１８１０－ｂ、および１８１０－ｃは、異なる可能な実
施形態であり得る。しかしながら、いくつかの例では、ＣＳＩプロセスは、ブロック１８
１０－ａ、１８１０－ｂ、および１８１０－ｃのうちの２つ以上を介して送信され得る。
たとえば、方法１８００は複数のＣＳＩプロセスの各々について繰り返され得、ＣＳＩプ
ロセスのうちの異なるプロセスのための複数の管理構成は、ブロック１８１０－ａ、１８
１０－ｂ、および１８１０－ｃのうちの同じまたは異なるブロックに従って送信され得る
。
【０１６５】
　[0183]いくつかの例では、方法１８００を実行する基地局、ｅＮＢ、または装置は、ｅ
ＩＭＴＡ動作および／またはＮＡＩＣＳ動作（あるいは２つまたはそれ以上のＩＭＲが単
一のＣＳＩプロセスに割り振られ得る他のフレームワーク）を使用するように構成され得
る。
【０１６６】
　[0184]方法１８００はワイヤレス通信を提供し得る。方法１８００は一実装形態にすぎ
ないこと、および方法１８００の動作は、他の実装形態が可能であるように、並べ替えら
れるかまたは場合によっては変更され得ることに留意されたい。
【０１６７】
　[0185]図１９は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法１９００の
一例を示すフローチャートである。明快のために、方法１９００は、図１、図２、図７、
図８、および／または図１３を参照しながら説明した基地局１０５（または基地局を含む
ｅＮＢ）のうちの１つまたは複数の態様、ならびに／あるいは図９および／または図１１
を参照しながら説明するように基地局またはｅＮＢとして構成された装置９０５のうちの
１つまたは複数の態様に関して以下で説明する。いくつかの例では、基地局、ｅＮＢ、ま
たは装置は、以下で説明する機能を実施するように基地局、ｅＮＢ、または装置の機能要
素を制御するためのコードの１つまたは複数のセットを実行し得る。
【０１６８】
　[0186]ブロック１９０５において、方法１９００は、２つまたはそれ以上のＩＭＲを使
用するための複数の管理構成を（たとえば、基地局またはｅＮＢからＵＥに）送信するこ
とを含み得る。複数の管理構成のうちの少なくとも１つは、２つまたはそれ以上のＩＭＲ
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について別々に示され得る（たとえば、別々に構成され、別々に管理され得る）。ブロッ
ク１９１０における（１つまたは複数の）動作は、図９、図１１、および／または図１３
を参照しながら説明したＣＳＩ管理モジュール９２０、ならびに／あるいは図１１を参照
しながら説明したＩＭＲ管理モジュール１１１０を使用して実行され得る。複数の管理構
成の送信は、ＵＥへの１つまたは複数のメッセージの１つの送信、あるいは１つまたは複
数のメッセージの複数の送信を用いて実行され得る。
【０１６９】
　[0187]方法１９００のいくつかの例では、複数の管理構成は、ＣＳＩ報告モード、ＣＱ
Ｉテーブル、ＥＰＲＥ比（たとえば、Ｐc）、および／または報告制限パラメータを含み
得る。ＥＰＲＥ比は、ＰＤＳＣＨ　ＥＰＲＥとＣＳＩ－ＲＳ　ＥＰＲＥとの比であり得る
。報告制限パラメータは、ＵＥによって報告可能であるベクトルおよび／またはランクの
セットを制限するパラメータであり得る。いくつかの実施形態では、報告制限パラメータ
はｃｏｄｅｂｏｏｋＳｕｂｓｅｔＲｅｓｔｒｉｃｔｉｏｎパラメータであり得る。
【０１７０】
　[0188]ブロック１９１０において、方法１９００は、２つまたはそれ以上のＩＭＲのう
ちの１つが基準ＩＭＲであるという指標を送信することを含み得る。いくつかの例では、
２つまたはそれ以上のＩＭＲのうちの少なくとも１つは、基準ＩＭＲから少なくとも１つ
のＣＳＩフィードバック値を継承し得る。いくつかの例では、基準ＩＭＲから継承された
少なくとも１つのＣＳＩフィードバック値はランク（たとえば、ＲＩ）および／またはＣ
ＳＩ報告モードを含み得る。いくつかの例では、ＣＳＩプロセスのための２つまたはそれ
以上のＩＭＲが同じＣＳＩ報告モードを有することが示されたとき、基準ＩＭＲが採用さ
れ得る。ブロック１９１０における（１つまたは複数の）動作は、図９、図１１、および
／または図１３を参照しながら説明したＣＳＩ管理モジュール９２０、ならびに／あるい
は図１１を参照しながら説明したＩＭＲ管理モジュール１１１０を使用して実行され得る
。
【０１７１】
　[0189]ブロック１９２０において、方法１９００は、２つまたはそれ以上のＩＭＲのう
ちの少なくとも１つに基づいて少なくとも１つのＣＳＩ報告を受信することを含み得る。
ブロック１９２０における（１つまたは複数の）動作は、図９、図１１、および／または
図１３を参照しながら説明したＣＳＩ管理モジュール９２０、ならびに／あるいは図１１
を参照しながら説明したＣＳＩ報告受信および／または分析モジュール１１１５を使用し
て実行され得る。
【０１７２】
　[0190]方法１９００のいくつかの例では、ＣＳＩプロセスのための２つまたはそれ以上
のＩＭＲのうちの少なくとも２つが重複サブフレーム中で構成され得る。いくつかの例で
は、方法１９００は、少なくとも１つのＣＳＩ報告のＵＥ送信をトリガするためのダウン
リンク制御チャネルを（たとえば、基地局またはｅＮＢからＵＥに）送信することを含み
得る。いくつかの例では、方法１９００は、複数のＣＳＩプロセスの各々について繰り返
され得る。いくつかの例では、方法１９００を実行する基地局、ｅＮＢ、または装置は、
ｅＩＭＴＡ動作および／またはＮＡＩＣＳ動作（あるいは２つまたはそれ以上のＩＭＲが
単一のＣＳＩプロセスに割り振られ得る他のフレームワーク）を使用するように構成され
得る。
【０１７３】
　[0191]方法１９００はワイヤレス通信を提供し得る。方法１９００は一実装形態にすぎ
ないこと、および方法１９００の動作は、他の実装形態が可能であるように、並べ替えら
れるかまたは場合によっては変更され得ることに留意されたい。いくつかの例では、方法
１７００、１８００、および／または１９００の１つまたは複数の態様は組み合わせられ
得る。
【０１７４】
　[0192]いくつかの例では、ワイヤレス通信のための装置は、本方法を実装するように構
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成され得る。本装置は、ＣＳＩプロセスに関連する情報を送信するための手段と、情報が
、ＣＳＩプロセスのための２つまたはそれ以上のＩＭＲの割当てと、２つまたはそれ以上
のＩＭＲを使用するための複数の管理構成とを備える、２つまたはそれ以上のＩＭＲのう
ちの少なくとも１つに基づいて少なくとも１つのＣＳＩ報告を受信するための手段とを備
え得る。複数の管理構成のうちの少なくとも１つは、２つまたはそれ以上のＩＭＲについ
て別々に示される（たとえば、別々に構成され、別々に管理される）。他の例では、複数
の管理構成は、２つまたはそれ以上のＩＭＲについて別々に示される。他の例では、複数
の管理構成のうちの少なくとも１つは、２つまたはそれ以上のＩＭＲについて別々に示さ
れ、複数の管理構成のうちの少なくとも１つは、２つまたはそれ以上のＩＭＲについて一
緒に示される。複数の管理構成は、ＣＳＩ報告モードと、ＣＱＩテーブルと、ＥＰＲＥ比
と、報告制限パラメータとを含む。
【０１７５】
　[0193]いくつかの例では、本装置は、２つまたはそれ以上のＩＭＲのうちの１つが基準
ＩＭＲであるという指標を送信するための手段をさらに備え得る。いくつかの例では、２
つまたはそれ以上のＩＭＲのうちの少なくとも１つは、基準ＩＭＲから少なくとも１つの
ＣＳＩフィードバック値を継承する。いくつかの例では、本装置は、ｅＩＭＴＡ動作とＮ
ＡＩＣＳ動作の一方または両方を使用するように構成され得る。いくつかの例では、本装
置は、ＵＥによって少なくとも１つのＣＳＩ報告の送信をトリガするためのダウンリンク
制御チャネルを送信するための手段をさらに備え得る。
【０１７６】
　[0194]いくつかの例では、ワイヤレス通信のための別の装置は、本方法を実装するよう
に構成され得る。本装置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信しているメモリと、メ
モリに記憶された命令とを備え得る。命令は、ＣＳＩプロセスに関連する情報を送信する
ことと、情報が、ＣＳＩプロセスのための２つまたはそれ以上のＩＭＲの割当てと、２つ
またはそれ以上のＩＭＲを使用するための複数の管理構成とを備える、２つまたはそれ以
上のＩＭＲのうちの少なくとも１つに基づいて少なくとも１つのＣＳＩ報告を受信するこ
ととを行うためにプロセッサによって実行可能であり得る。複数の管理構成のうちの少な
くとも１つは、２つまたはそれ以上のＩＭＲについて別々に示され得る（たとえば、別々
に構成され、別々に管理され得る）。いくつかの例では、複数の管理構成のすべては、２
つまたはそれ以上のＩＭＲについて一緒に示され得る。他の例では、複数の管理構成のう
ちの少なくとも１つは、２つまたはそれ以上のＩＭＲについて別々に示され、複数の管理
構成のうちの少なくとも１つは、２つまたはそれ以上のＩＭＲについて一緒に示される。
複数の管理構成は、ＣＳＩ報告モードと、ＣＱＩテーブルと、ＥＰＲＥ比と、報告制限パ
ラメータとを含む。
【０１７７】
　[0195]いくつかの例では、命令は、２つまたはそれ以上のＩＭＲのうちの１つが基準Ｉ
ＭＲであるという指標を送信するためにプロセスによってさらに実行可能であり得る。い
くつかの例では、２つまたはそれ以上のＩＭＲのうちの少なくとも１つは、基準ＩＭＲか
ら少なくとも１つのＣＳＩフィードバック値を継承し得る。いくつかの例では、本装置は
、ｅＩＭＴＡ動作とＮＡＩＣＳ動作の一方または両方を使用するように構成され得る。い
くつかの例では、命令は、ＵＥによって少なくとも１つのＣＳＩ報告の送信をトリガする
ためのダウンリンク制御チャネルを送信するためにプロセッサによってさらに実行可能で
あり得る。
【０１７８】
　[0196]添付の図面に関して上記に記載した詳細な説明は、例示的な実施形態について説
明しており、実装され得るまたは特許請求の範囲内に入る実施形態のみを表すものではな
い。この明細書全体にわたって使用する「例」という用語は、「例、事例、または例示の
働きをすること」を意味し、「好ましい」または「他の実施形態よりも有利な」を意味し
ない。発明を実施するための形態は、説明する技法の理解を与えるための具体的な詳細を
含む。ただし、これらの技法は、これらの具体的な詳細なしに実施され得る。いくつかの
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事例では、説明した実施形態の概念を不明瞭にすることを回避するために、よく知られて
いる構造およびデバイスはブロック図の形式で示されている。
【０１７９】
　[0197]情報および信号は、多種多様な技術および技法のいずれかを使用して表され得る
。たとえば、上記の説明全体にわたって言及され得るデータ、命令、コマンド、情報、信
号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁界または磁性粒子、光
場または光学粒子、あるいはそれらの任意の組合せによって表され得る。
【０１８０】
　[0198]本明細書の開示に関して説明した様々な例示的なブロックおよびモジュールは、
汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡまたは他のプ
ログラマブル論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成
要素、あるいは本明細書で説明した機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合
せを用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが
、代替として、プロセッサは任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントロ
ーラ、または状態機械であり得る。プロセッサは、コンピューティングデバイスの組合せ
、たとえばＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰ
コアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他のそのような構
成としても実装され得る。プロセッサは、場合によっては、メモリと電子通信しているこ
とがあり、ここで、メモリは、プロセッサによって実行可能である命令を記憶する。
【０１８１】
　[0199]本明細書で説明した機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソフ
トウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。プロセッサに
よって実行されるソフトウェアで実装される場合、機能は、１つまたは複数の命令または
コードとしてコンピュータ可読媒体上に記憶されるか、あるいはコンピュータ可読媒体を
介して送信され得る。他の例および実装形態が、本開示および添付の特許請求の範囲の範
囲および趣旨内に入る。たとえば、ソフトウェアの性質により、上記で説明した機能は、
プロセッサによって実行されるソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア、ハードワ
イヤリング、またはこれらのうちのいずれかの組合せを使用して実装され得る。機能を実
装する特徴はまた、機能の部分が異なる物理的ロケーションにおいて実装されるように分
散されることを含めて、様々な位置に物理的に配置され得る。特許請求の範囲を含めて、
本明細書で使用される場合、２つ以上の項目の列挙中で使用されるとき、「および／また
は」という語は、列挙された項目のうちのいずれか１つが単独で採用され得ること、また
は列挙された項目のうちの２つ以上の任意の組合せが採用され得ることを意味する。たと
えば、組成が、構成要素Ａ、Ｂ、および／またはＣを含んでいると記述されている場合、
その組成は、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃのみ、ＡとＢの組合せ、ＡとＣの組合せ、ＢとＣの組合
せ、またはＡとＢとＣの組合せを含んでいることがある。また、特許請求の範囲を含めて
、本明細書で使用される場合、項目の列挙（たとえば、「のうちの少なくとも１つ」ある
いは「のうちの１つまたは複数」などの句で終わる項目の列挙）中で使用される「または
」は、たとえば、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」の列挙が、ＡまたはＢま
たはＣまたはＡＢまたはＡＣまたはＢＣまたはＡＢＣ（すなわち、ＡおよびＢおよびＣ）
を意味するような選言的列挙を示す。
【０１８２】
　[0200]コンピュータプログラム製品またはコンピュータ可読媒体はいずれも、ある場所
から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を容易にする任意の媒体を含む、コンピ
ュータ可読記憶媒体と通信媒体とを含む。記憶媒体は、汎用または専用コンピュータによ
ってアクセスされ得る任意の媒体であり得る。限定ではなく例として、コンピュータ可読
媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディス
クストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレージデバイス、あるいは命
令またはデータ構造の形態の所望のコンピュータ可読プログラムコードを搬送または記憶
するために使用され得、汎用もしくは専用コンピュータまたは汎用もしくは専用プロセッ
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サによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備えることができる。また、いかなる接
続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル
、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線
、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、ま
たは他のリモート光源から送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイ
ストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒
体の定義に含まれる。本明細書で使用するディスク（disk）およびディスク（disc）は、
コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディ
スク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）デ
ィスク（disk）およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ここで、デ
ィスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレー
ザーで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【０１８３】
　[0201]本開示についての以上の説明は、当業者が本開示を作成または使用することがで
きるように与えたものである。本開示への様々な修正は当業者には容易に明らかとなり、
本明細書で定義した一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく他の変形
形態に適用され得る。本開示全体にわたって、「例」または「例示的」という用語は、一
例または一事例を示すものであり、言及された例についての選好を暗示せず、または必要
としない。したがって、本開示は、本明細書で説明した例および設計に限定されるべきで
なく、本明細書で開示する原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を与えられるべ
きである。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　［Ｃ１］
　ワイヤレス通信のための方法であって、前記方法は下記を備える、
　ユーザ機器（ＵＥ）において、チャネル状態情報（ＣＳＩ）プロセスに関連する情報を
受信すること、ここで、前記情報が、前記ＣＳＩプロセスのための２つまたはそれ以上の
干渉測定リソース（ＩＭＲ）の割当てと、前記２つまたはそれ以上のＩＭＲを使用するた
めの複数の管理構成とを備え、ここにおいて、前記複数の管理構成のうちの少なくとも１
つが前記２つまたはそれ以上のＩＭＲについて別々に示される、と、
　チャネル測定とＣＳＩ報告の一方または両方を実行するために、前記複数の管理構成に
従って前記２つまたはそれ以上のＩＭＲを使用すること。
　［Ｃ２］
　前記複数の管理構成のすべてが前記２つまたはそれ以上のＩＭＲについて別々に示され
る、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ３］
　前記複数の管理構成のうちの少なくとも１つが前記２つまたはそれ以上のＩＭＲについ
て別々に示され、前記複数の管理構成のうちの少なくとも別の１つが前記２つまたはそれ
以上のＩＭＲについて一緒に示される、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ４］
　前記複数の管理構成が、ＣＳＩ報告モードと、チャネル品質指標（ＣＱＩ）テーブルと
、リソース要素単位エネルギー（ＥＰＲＥ）比と、報告制限パラメータとを含む、Ｃ１に
記載の方法。
　［Ｃ５］
　前記ＥＰＲＥ比が、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）ＥＰＲＥとチャネル
状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）ＥＰＲＥとの比である、Ｃ４に記載の方法。
　［Ｃ６］
　前記報告制限パラメータが、前記ＵＥによって報告可能であるベクトルまたはランクの
セットを制限するパラメータと、ｃｏｄｅｂｏｏｋＳｕｂｓｅｔＲｅｓｔｒｉｃｔｉｏｎ
パラメータの一方または両方である、Ｃ４に記載の方法。
　［Ｃ７］
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　前記２つまたはそれ以上のＩＭＲが、それぞれ前記ＣＳＩプロセスに関連する１つまた
は複数のサブフレームセットに関連する、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ８］
　前記複数の管理構成が、前記ＵＥのために構成されたダウンリンク送信モードに関連す
る、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ９］
　前記２つまたはそれ以上のＩＭＲのうちの１つが基準ＩＭＲであるという指標を受信す
ること、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ１０］
　前記ＵＥが、トラフィック適応のための発展型干渉管理（ｅＩＭＴＡ）動作と、ネット
ワーク支援干渉消去および抑圧（ＮＡＩＣＳ）動作の一方または両方を使用するように構
成された、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ１１］
　ワイヤレス通信のための装置であって、前記装置は下記を備える、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令であって、
　　ユーザ機器（ＵＥ）において、チャネル状態情報（ＣＳＩ）プロセスに関連する情報
を受信し、ここで、前記情報が、前記ＣＳＩプロセスのための２つまたはそれ以上の干渉
測定リソース（ＩＭＲ）の割当てと、前記２つまたはそれ以上のＩＭＲを使用するための
複数の管理構成とを備え、ここにおいて、前記複数の管理構成のうちの少なくとも１つが
前記２つまたはそれ以上のＩＭＲについて別々に示され、
　　チャネル測定とＣＳＩ報告の一方または両方を実行するために、前記複数の管理構成
に従って前記２つまたはそれ以上のＩＭＲを使用する、
　ように前記プロセッサによって実行可能である、前記命令。
　［Ｃ１２］
　前記複数の管理構成が前記２つまたはそれ以上のＩＭＲについて別々に示される、Ｃ１
１に記載の装置。
　［Ｃ１３］
　前記複数の管理構成のうちの少なくとも１つが前記２つまたはそれ以上のＩＭＲについ
て別々に示され、前記複数の管理構成のうちの少なくとも別の１つが前記２つまたはそれ
以上のＩＭＲについて一緒に示される、Ｃ１１に記載の装置。
　［Ｃ１４］
　前記複数の管理構成が、ＣＳＩ報告モードと、チャネル品質指標（ＣＱＩ）テーブルと
、リソース要素単位エネルギー（ＥＰＲＥ）比と、報告制限パラメータとを含む、Ｃ１１
に記載の装置。
　［Ｃ１５］
　前記２つまたはそれ以上のＩＭＲが、それぞれ前記ＣＳＩプロセスに関連する１つまた
は複数のサブフレームセットに関連する、Ｃ１１に記載の装置。
　［Ｃ１６］
　前記複数の管理構成が、前記ＵＥのために構成されたダウンリンク送信モードに関連す
る、Ｃ１１に記載の装置。
　［Ｃ１７］
　前記命令は、
　前記２つまたはそれ以上のＩＭＲのうちの１つが基準ＩＭＲであるという指標を受信す
る、
　ように前記プロセッサによって実行可能である、Ｃ１１に記載の装置。
　［Ｃ１８］
　前記ＵＥが、トラフィック適応のための発展型干渉管理（ｅＩＭＴＡ）動作と、ネット
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ワーク支援干渉消去および抑圧（ＮＡＩＣＳ）動作の一方または両方を使用するように構
成された、Ｃ１１に記載の装置。
　［Ｃ１９］
　ワイヤレス通信のための装置であって、前記装置は下記を備える、
　ユーザ機器（ＵＥ）において、チャネル状態情報（ＣＳＩ）プロセスに関連する情報を
受信するための手段、ここで、前記情報が、前記ＣＳＩプロセスのための２つまたはそれ
以上の干渉測定リソース（ＩＭＲ）の割当てと、前記２つまたはそれ以上のＩＭＲを使用
するための複数の管理構成とを備え、ここにおいて、前記複数の管理構成のうちの少なく
とも１つが前記２つまたはそれ以上のＩＭＲについて別々に示される、と、
　チャネル測定とＣＳＩ報告の一方または両方を実行するために、前記複数の管理構成に
従って前記２つまたはそれ以上のＩＭＲを使用するための手段。
　［Ｃ２０］
　前記複数の管理構成が前記２つまたはそれ以上のＩＭＲについて別々に示される、Ｃ１
９に記載の装置。
　［Ｃ２１］
　前記複数の管理構成のうちの少なくとも１つが前記２つまたはそれ以上のＩＭＲについ
て別々に示され、前記複数の管理構成のうちの少なくとも別の１つが前記２つまたはそれ
以上のＩＭＲについて一緒に示される、Ｃ１９に記載の装置。
　［Ｃ２２］
　前記複数の管理構成が、ＣＳＩ報告モードと、チャネル品質指標（ＣＱＩ）テーブルと
、リソース要素単位エネルギー（ＥＰＲＥ）比と、報告制限パラメータとを含む、Ｃ１９
に記載の装置。
　［Ｃ２３］
　前記２つまたはそれ以上のＩＭＲがそれぞれ、前記ＣＳＩプロセスに関連する１つまた
は複数のサブフレームセットに関連する、Ｃ１９に記載の装置。
　［Ｃ２４］
　前記複数の管理構成が、前記ＵＥのために構成されたダウンリンク送信モードに関連す
る、Ｃ１９に記載の装置。
　［Ｃ２５］
　前記２つまたはそれ以上のＩＭＲのうちの１つが基準ＩＭＲであるという指標を受信す
るための手段、
　をさらに備える、Ｃ１９に記載の装置。
　［Ｃ２６］
　ワイヤレス通信のための方法であって、前記方法は下記を備える、
　チャネル状態情報（ＣＳＩ）プロセスに関連する情報を送信すること、ここで、前記情
報が、前記ＣＳＩプロセスのための２つまたはそれ以上の干渉測定リソース（ＩＭＲ）の
割当てと、前記２つまたはそれ以上のＩＭＲを使用するための複数の管理構成とを備え、
ここにおいて、前記複数の管理構成のうちの少なくとも１つが前記２つまたはそれ以上の
ＩＭＲについて別々に示される、と、
　前記２つまたはそれ以上のＩＭＲのうちの少なくとも１つに基づいて少なくとも１つの
ＣＳＩ報告を受信すること。
　［Ｃ２７］
　前記複数の管理構成が前記２つまたはそれ以上のＩＭＲについて別々に示される、Ｃ２
６に記載の方法。
　［Ｃ２８］
　前記複数の管理構成のうちの少なくとも１つが前記２つまたはそれ以上のＩＭＲについ
て別々に示され、前記複数の管理構成のうちの少なくとも１つが前記２つまたはそれ以上
のＩＭＲについて一緒に示される、Ｃ２６に記載の方法。
　［Ｃ２９］
　前記複数の管理構成が、ＣＳＩ報告モードと、チャネル品質指標（ＣＱＩ）テーブルと
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、リソース要素単位エネルギー（ＥＰＲＥ）比と、報告制限パラメータとを含む、Ｃ２６
に記載の方法。
　［Ｃ３０］
　前記２つまたはそれ以上のＩＭＲのうちの１つが基準ＩＭＲであるという指標を送信す
ること、
　をさらに備える、Ｃ２６に記載の方法。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４Ａ】

【図４Ｂ】 【図５】
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【図６】 【図７】

【図８】 【図９】
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【図１０】 【図１１】

【図１２】 【図１３】
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【図１４】 【図１５】

【図１６】 【図１７】
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【図１８】 【図１９】
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